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秋
の
全
国
交
通
安
全
が
今
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
町
田
市
で
は
交
通
事
故

を
な
く
す
た
め
、
町
田
市
・
町
田
警
察
署
・
町
田
交
通
安
全
協
会
・
町
田
地

域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
協
議
会
・
町
内
会
自
治
会
連
合
会
な
ど
の
関
係

機
関
・
団
体
が
協
力
し
て
、
次
の
四
点
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
上
半
期
に
お
け
る
町
田
市
内
の
交
通
事
故
状
況
は
、
人
身
・
物
件

事
故
と
も
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
更
に
減
少
さ
せ
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
は
次
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【

推

進

重

点

】

一
、
二
輪
車
に
よ
る
交
通
事
故
の
防
止

　

市
内
の
自
動
二
輪
・
原
動
機
付
自
転

車
を
当
事
者
と
す
る
上
半
期
の
交
通
人

身
事
故
は
４
９
５
件
発
生
し
、
全
発
生

件
数
の
約　

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
負

３４

傷
者
は
４
３
９
人
で
、
そ
の
内
１
人
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
輪
車

事
故
を
防
ぐ
た
め
の
安
全
走
行
と
し

て
、
①
一
時
停
止
と
徐
行
②
安
全
な
速

度
と
車
線
を
守
っ
た
安
全
走
行
③
交
差

点
内
の
右
折
車
両
に
注
意
し
た
走
行
④

カ
ー
ブ
手
前
で
の
減
速
、
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

二
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

高
齢
者
の
方
を
当
事
者
と
す
る
交
通

人
身
事
故
は
２
８
４
件
発
生
し
、
全
発

生
件
数
の
約　

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

１８

　

横
断
禁
止
場
所
の
横
断
や
、
車
の
直

前
直
後
の
横
断
は
大
変
危
険
で
す
か
ら

近
く
の
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
は
余
裕

を
持
っ
て
渡
り
、
信
号
が
点
滅
し
た
ら

次
の
信
号
ま
で
待
ち
ま
し
ょ
う
。

三
、
夕
暮
れ
ど
き
の
交
通
事
故
防
止

　

市
内
で
は
午
後
４
時
〜
６
時
に
２
３

０
件
の
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

夕
暮
れ
ど
き
の
事
故
防
止
の
た
め
、

車
両
等
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
前
照
灯
を
早

め
に
点
灯
す
る
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
・
オ

ン
運
動
」
を
実
践
し
て
下
さ
い
。
ま
た

歩
行
者
・
自
転
車
の
方
は
、
車
両
か
ら

目
立
つ
よ
う
に
明
る
い
色
の
服
や
反
射

材
を
着
用
し
て
下
さ
い
。

四
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

　

時
速　
　

で
衝
突
す
る
と
体
重
の

４０
km

約　

倍
も
の
力
が
加
わ
り
ま
す
。
運
転

３０
席
・
助
手
席
は
も
ち
ろ
ん
、
後
部
座
席

で
も
正
し
く
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

て
、
自
分
の
命
や
大
切
な
人
の
命
を
守

り
ま
し
ょ
う
。
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は

乳
児
・
幼
児
・
学
童
用
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
年
齢
・
体
格
に
合
っ
た
も
の

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

□問
 

交
通
安
全
課
11
７
２
４
・
１
１
３
６
、

町
田
警
察
署
11
７
２
２
・
０
１
１
０

　
 
黄
檗
宗 
と
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て

お
う
ば
く
し
ゅ
う

新
た
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
禅
宗
の
一
派

で
す
。
中
国
僧
・ 
隠  
元 

い
ん 
げ
ん 
隆 
�
は
承
応
３

り
ゅ
う

年
（
１
６
５
４
）
に
来
日
、
寛
文
元
年

（
１
６
６
１
）
に
は
京
都
の
宇
治
に

 
萬  
福  
寺 
を
建
て
、
日
本
の
黄
檗
宗
の
拠

ま
ん 
ぷ
く 

じ

点
と
し
ま
し
た
。
黄
檗
宗
の
伝
来
は
、

江
戸
時
代
の
日
本
が
最
新
の
中
国
文
化

を
受
容
す
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
美

術
の
分
野
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

西
洋
画
法
を
と
り
い
れ
た
写
実
的
な
描

写
ス
タ
イ
ル
や
、
赤
、
青
、
緑
な
ど
の

濃
厚
な
彩
色
を
ほ
ど
こ
し
た
肖
像
画
や

羅
漢
図
は
、
江
戸
の
絵
画
様
式
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

版
画
の
歴
史
の
上
で
も
、
黄
檗
美
術

の
重
要
性
は
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
黄
檗
宗

に
関
わ
り
を
持
つ
人
々
は
、 
詩  
箋 
と
呼

し 

せ
ん

ば
れ
る
中
国
か
ら
舶
載
さ
れ
た
絵
入
り

の
便
箋
を
さ
か
ん
に
使
用
し
て
い
ま
し

た
。
詩
箋
に
は
花
鳥
や
山
水
が
木
版
で

摺
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
用

い
ら
れ
る
多
色
摺
り
技
法
は
、
わ
が
国

の
色
鮮
や
か
な
浮
世
絵
版
画
の
源
流
と

し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

第
１
部
「
黄
檗
美
術
と
詩
箋
」

　

黄
檗
僧
に
よ
っ
て
舶
載
さ
れ
た
詩
箋

に
重
き
を
お
き
、
萬
福
寺
を
は
じ
め
と

す
る
黄
檗
宗
寺
院
、
曹
洞
宗
寺
院
で
す

が
や
は
り
中
国
僧
の
建
立
で
あ
る
水
戸

市
の 
祇  
園  
寺 
な
ど
の
所
蔵
作
品
を
紹
介

ぎ 

お
ん 

じ

し
ま
す
。

　

第
２
部
「
当
館
収
蔵　

江
戸
時
代
の

浮
世
絵
」

　

当
館
で
は
１
９
８
７
年
の
開
館
以

来
、
浮
世
絵
を
継
続
的
に
収
集
し
て
き

ま
し
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
心
は
、

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
期
の
作
品
で

す
。
そ
の
う
ち
江
戸
期
の
浮
世
絵
に

は
、 
葛  
飾  
北  
斎 
、
三
代 
歌  
川  
豊  
国 
、

か
つ 
し
か 
ほ
く 
さ
い 

う
た 
が
わ 
と
よ 
く
に

 
歌  
川 

う
た 
が
わ 
国  
芳 
、 
月  
岡  
芳  
年 
ら
の
優
れ
た
シ

く
に 

よ
し 

つ
き 
お
か 
よ
し 
と
し

リ
ー
ズ
作
品
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
浮
世
絵
か
ら
約
２
０
０
点
を
選

び
、
江
戸
の
粋
の
世
界
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
会
期
中
、
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。

◇

○
会
場　

同
館
企
画
展
示
室
１
・
２

○
会
期　
　

月
２
日
（
土
）
〜　

月

１０

１１

　

日
（
祝
）
月
曜
休
館　

た
だ
し
、　

２３

１０

月　

日
（
祝
）
は
開
館
、　

日
（
火
）

１１

１２

は
休
館

○
観
覧
料　

一
般
６
０
０
円
、
大
学
・

高
校
生
４
０
０
円
、　

歳
以
上
の
方

６５

３
０
０
円
、
小
・
中
学
生
無
料

※
初
日
（　

月
２
日
）
、
文
化
の
日

１０

（　

月
３
日
）
は
無
料
。

１１

演
題
「
鎮
魂
の
か
た
ち
」

講
演
者　
 
三  
橋  
國  
民 
氏
（
造
形
作
家
・

み
つ 
は
し 
く
に 
た
み

町
田
市
在
住
）

　

芸
術
の
素
晴
ら
し
さ
、
人
の
生
き
る

上
で
の
芸
術
の
必
要
性
、　

歳
を
超
え

８４

て
な
お
創
作
意
欲
の
旺
盛
な
源
泉
は
何

か
を
知
る
こ
と
は
、
聞
く
者
に
と
っ
て

今
後
の
人
生
に
き
っ
と
役
立
つ
こ
と
で

し
ょ
う
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後
３
時

１０

１６

開
演
（
午
後
２
時　

分
開
場
）

３０

○
会
場　

同
館
講
堂
（
入
場
無
料
）

○
定
員　

２
０
０
人
（
抽
選
）

　

鶴
見
川
は
町
田
市
上
小
山
田
を
源
と

し
、
横
浜
市
鶴
見
区
生
麦
で
東
京
湾
へ

と
注
ぐ
全
長　

・
５　

の
一
級
河
川
で

４２

km

す
。

　

同
流
域
は
、
昭
和　

年
代
か
ら
の
急

４０

速
な
都
市
化
の
進
展
に
よ
り
、
浸
水
被

害
な
ど
が
頻
発
し
、
水
を
取
り
ま
く
環

境
は
悪
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
代
か
ら
は
総
合
治
水
が
全

５０

国
に
先
駆
け
て
始
め
ら
れ
、
強
力
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の

中
で
さ
ら
な
る
安
全
、
安
心
、
自
然
と

の
共
存
、
都
市
･
地
域
の
再
生
な
ど
、

水
循
環
に
関
わ
る
新
た
な
課
題
が
顕
在

化
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
流
域
の
視

野
で
新
し
い
枠
組
み
と
多
様
な
連
携
･

協
働
の
も
と
に
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
河
川
管
理
者
と
流
域
自
治

体
に
よ
り
、
鶴
見
川
流
域
に
お
け
る
水

循
環
系
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
河
川

の
水
循
環
の
改
善
、
緑
地
等
自
然
環
境

の
保
全
、
水
と
の
ふ
れ
あ
い
促
進
、
防

災
･
減
災
な
ど
、
様
々
な
課
題
を
流
域

再
生
と
い
う
視
点
か
ら
取
り
組
む
「
鶴

見
川
流
域
水
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
併
せ
て
８
月　

日
、
神
奈
川

２８

県
民
共
済
み
ら
い
ホ
ー
ル
で
「
鶴
見
川

流
域
水
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
推
進
宣
言
式

典
」
（
鶴
見
川
流
域
サ
ミ
ッ
ト
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
神
奈
川
県
知
事
、
東
京

都
知
事
（
代
理
）
、
横
浜
市
長
、
川
崎

市
長
、
町
田
市
長
と
い
う
流
域
各
自
治

体
首
長
が
一
同
に
会
し
、
今
後
の
推
進

に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
す
る
と

と
も
に
、
推
進
宣
言
書
に
調
印
し
ま
し

た
。

　

寺
田
市
長
は
、
神
奈
川
県
民
や
自
治

体
と
連
携
す
る
こ
と
の
重
要
性
や
、
流

域
内
観
光
発
展
の
未
来
に
つ
い
て
述
べ

た
ほ
か
、
鶴
見
川
の
源
流
域
と
し
て
貴

重
な
保
水
機
能
を
も
つ
町
田
市
の
北
部

丘
陵
保
全
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

町
田
市
は
鶴
見
川
流
域
と
境
川

流
域
に
属
し
て
い
ま
す
が
、
同
プ

ラ
ン
の
考
え
方
を
今
後
の
水
行
政

に
反
映
さ
せ
て
行
き
ま
す
。

　

同
プ
ラ
ン
は
図
書
館
、
市
政
情

報
室
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、

国
土
交
通
省
京
浜
河
川
事
務
所
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.

k
e
ih
in
.k
tr
.m
lit.g
o
.jp
/
in

d
e
x
_
to
p
.h
tm
l

）
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

□問
 

下
水
道
総
務
課
11
７
２
０
・
１

８
１
１

演
奏
者　
 
婢  
弥  
鼓 
（
女
流
和
太
鼓
）

ひ 

み 

こ

　

和
太
鼓
の
勇
壮
な
響
き
に
女
性
な
ら

で
は
の
華
や
か
さ
を
加
え
独
自
の
世
界

を
創
造
し
て
い
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後
６
時

１０

１６

開
演
（
午
後
５
時　

分
開
場
）

４５

○
会
場　

同
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

（
入
場
無
料
）

○
定
員　

２
５
０
人
（
抽
選
）

◇

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
ト
ー

ク
シ
ョ
ウ
」
ま
た
は
「
コ
ン
サ
ー
ト
」

（
同
時
記
入
可
）
・
希
望
人
数
（
２
人

ま
で
）
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
９
月　

日
３０

ま
で
（
必
着
）
に
国
際
版
画
美
術
館
ま

つ
り
担
当
（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町

１９４

田
４－

　

－

１
、
11
７
２
６
・
２
８
８

２８

９
）
へ
。

　

今
年
も
芸
術
を
通
し
て
人
々
の
交
流

の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
際

版
画
美
術
館
と
同
館
友
の
会
が
共
催
し

て
お
こ
な
い
ま
す
。

【
同
時
開
催　

版
画
い
ろ
い
ろ
＋
小
特

集
「
フ
ロ
ー
ラ
の
神
殿
」
】

【
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー

ク
】

　
　

世
紀
初
頭
に
つ
く
ら
れ
た
手
の
こ

１９
ん
だ
多
色
刷
銅
版
画
に
よ
る
、
美
し
い

花
々
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

○
会
場　

同
館
常
設
展
示
室

○
会
期　

９
月　

日
（
土
）
〜　

月　

２５

１２

２３

日
（
祝
）　

○
観
覧
料　

無
料

○
日
時　
　

月　

日
（
祝
）
、　

月
３

１０

１１

１１

日
（
祝
）
、
７
日
（
日
）
午
後
２
時
か

ら

～おもいやり
人に車に　

この街に～

ゆ
う
ゆ
う
コ
ン
サ
ー
ト

ゆ
う
ゆ
う
ト
ー
ク
シ
ョ
ウ

 詩  箋 （
し せん

 祇  園  寺 所蔵）
ぎ おん じ



（２） ２００４．９．２１

町
田
警
察
署
生
活
安
全
課
1
７
２
２
・
０
１
１
０

町
田
市
安
全
対
策
課
1
７
２
４
・
３
２
５
４

　

近
年
、
少
年
の
非
行
問
題
が
地
域
社

会
全
体
の
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
き
て
お
り
、
少
年
犯
罪
を
抑

止
す
る
こ
と
が
重
要
な
要
素
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
の
上
半
期
（
１
月
〜
６

月
）
に
都
内
で
検
挙
等
さ
れ
た
非
行
少

年
は
、
６
９
０
０
人
と
昨
年
同
期
と
比

較
す
る
と
約
１
０
０
人
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
飲
酒
、
喫
煙
、
深
夜
は
い
か

い
等
不
良
行
為
で
補
導
さ
れ
た
少
年

は
、
約
３
万
４
０
０
０
人
で
前
年
比
１

１
０
０
人
以
上
増
加
し
て
お
り
、
各
年

上
半
期
だ
け
で
み
て
も
、
平
成　

年
以

１１

降
６
年
連
続
し
て
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

町
田
署
管
内
の
今
年
の
上
半
期
に
検

挙
等
さ
れ
た
非
行
少
年
の
人
数
は
、
前

年
を　

人
上
回
る
１
９
４
人
で
、
不
良

７０

行
為
で
補
導
さ
れ
た
少
年
は
、
４
０
９

人
で
前
年
比
マ
イ
ナ
ス　

人
と
減
少
し

２３

て
い
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
多
く
の
少
年
が
非
行
に
走

る
一
番
の
動
機
は
「
家
に
い
て
も
話
し

相
手
も
な
く
、
寂
し
い
。
話
し
相
手
が

欲
し
い
」
な
ど
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ

ま
り
、
家
に
い
て
も
お
も
し
ろ
く
な
い

こ
と
か
ら
、
相
手
を
し
て
く
れ
る
仲
間

と
遊
び
に
出
て
、
万
引
き
を
し
た
り
、

タ
バ
コ
や
お
酒
を
覚
え
た
り
、
深
夜
は

い
か
い
を
し
た
り
し
て
、
次
第
に
非
行

に
染
ま
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

そ
れ
ら
を
防
止
す
る
た
め
に
、
今
年

の
６
月
に
都
の
条
例
が
改
正
さ
れ
、
少

年
の
深
夜
は
い
か
い
を
抑
制
す
る
た
め

に
「
何
人
も
、
保
護
者
の
同
意
な
く
、

ま
た
は
正
当
な
理
由
な
く
深
夜
（
午
後

　

時
か
ら
翌
日
午
前
４
時
ま
で
）
に　

１１

１８

歳
未
満
の
青
少
年
を
連
れ
だ
し
、
同

伴
し
、
と
ど
め
て
は
い
け
な
い
」
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ど
の
子
に
も
言
え
る
こ
と
で

す
が
、
「
我
慢
す
る
心
が
足
り
な
い
」

「
規
範
意
識
が
足
り
ず
自
己
中
心
的
で

社
会
の
ル
ー
ル
が
守
れ
な
い
」
と
い
う

共
通
点
が
あ
り
、
非
行
に
走
る
前
に
必

ず
そ
の
「
兆
し
」
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
町
田
警
察
署
で
補
導
さ
れ
た
少
年
に

つ
い
て
、
ご
両
親
か
ら
話
し
を
伺
う
と

多
く
の
場
合
、
そ
れ
以
前
に　
　
　

○
生
活
が
不
規
則
に
な
っ
た

○
嘘
を
つ
い
た
り
、
態
度
に
落
ち
つ
き

が
な
く
な
っ
た

○
派
手
な
服
装
を
し
た
り
、
華
美
な
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
な

っ
た

○
仲
間
に
し
か
通
じ
な
い
言
葉
を
使
う

よ
う
に
な
っ
た
り
、
言
葉
遣
い
が
荒
く

な
っ
た

○
夜
間
に
出
歩
く
こ
と
が
多
く
な
っ

た
、
な
ど
の
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

従
っ
て
、
少
年
の
非
行
を
防
止
す
る

た
め
に
は
決
し
て
放
任
せ
ず
、
平
素
か

ら
子
ど
も
の
生
活
に
関
心
を
持
ち
、
親

子
の
対
話
の
機
会
を
多
く
し
て
、
言
葉

や
態
度
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
注
意
や
助
言
を
与

え
、

○
人
と
し
て
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と

○
思
い
や
り
の
心

○
社
会
の
ル
ー
ル

等
を
き
ち
ん
と
教
え
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

子
ど
も
の
自
覚
、
自
立
心
を 
涵 
養
し

か
ん

て
下
さ
い
。
子
ど
も
は
親
に
信
頼
さ

れ
、
ま
た
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚

を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
行
動
が
慎
重
に

な
り
、
ま
た
責
任
感
も
身
に
つ
い
て
き

ま
す
。

　

夏
休
み
が
終
わ
り
、
二
学
期
が
始
ま

り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
の
生
活
に
つ
い

て
各
家
庭
で
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

１
�
こ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

玄
関
先
で
「
不
要
な
テ
レ
ビ
ア
ン
テ

ナ
を
安
く
は
ず
し
て
あ
げ
ま
す
」
と
親

切
に
声
か
け
。
駅
前
で
「
１
０
０
人
に

ア
ン
ケ
ー
ト
、
お
肌
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、
エ
ス
テ
の
無
料
体
験
も
」
と
甘
い

言
葉
。
こ
の
よ
う
な
巧
み
な
セ
ー
ル
ス

ト
ー
ク
に
は
、
真
の
販
売
目
的
が
隠
さ

れ
て
い
て
、
思
わ
ぬ
被
害
に
あ
う
人
が

増
え
て
い
ま
す
。

２
�
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

　

あ
の
手
こ
の
手
、
巧
妙
な
手
口
の

悪
質
商
法
の
被
害
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

..

ま
す
。

　

意
を
強
く
し
て
、
互
い
に
手
を
携

え
、
「
悪
質
商
法
」
を
撃
退
し
ま
し
ょ

う
。

《
事
例
》
さ
ま
ざ
ま
な
悪
質

商
法
の
手
口

１　

点
検
商
法
・
次
々
販
売

　

「
無
料
で
点
検
し
ま
す
」

と
来
訪
。
「
こ
の
ま
ま
で
は

危
な
い
」
な
ど
と
言
っ
て
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
、
シ
ロ
ア
リ

消
毒
等
契
約
。
ま
た
、
布

団
、
浄
水
器
な
ど
を
販
売

２　

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

　

「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

を
」
と
駅
前
や
繁
華
街
で
呼

び
止
め
て
、
喫
茶
店
や
営
業

所
に
連
れ
て
行
き
、
補
正
下

着
、
化
粧
品
、
エ
ス
テ
、
ジ
ュ
エ
リ

ー
、
絵
画
な
ど
を
し
つ
こ
く
勧
め
契
約

３　

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

　

「
あ
な
た
が
特
別
に
選
ば
れ
ま
し

　

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
①
訪
問
さ

れ
て
も
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
で
応
答
し
ド

ア
を
開
け
な
い
②
勧
誘
の
電
話
と
分
か

れ
ば
す
ぐ
切
る
③
急
が
さ
れ
て
も
そ
の

場
で
契
約
し
な
い
④
必
要

が
な
け
れ
ば
「
い
り
ま
せ

ん
」
と
は
っ
き
り
断
る
と

い
っ
た
対
応
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

　

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談

室
（
11
７
２
２
・
０
０
０

１
）
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

い
っ
た
ん
契
約
し
た
と

き
で
も
「
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
（
無
条
件
解
約
）
」
や

中
途
解
約
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
契
約

時
に
問
題
が
あ
れ
ば
消
費
者
契
約
法
に

よ
り
取
り
消
し
も
可
能
で
す
。
さ
ら

に
、
こ
の
秋
か
ら
販
売
目
的
を
告
げ
ず

に
勧
誘
す
る
こ
と
が
法
律
で
禁
止
さ
れ

消費生活センターから

「
町
田
の
マ

チ
コ
」
で
す

た
」
と
い
っ
て
呼
び
出
し
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
、
割
引
サ
ー
ビ
ス
会
員
権
な
ど
を

契
約

４　

催
眠
商
法
（
Ｓ
Ｆ
商
法
）

　

「
お
店
が
新
し
く
開
店
す
る
」
と
い

っ
て
会
場
に
誘
い
、
台
所
用
品
な
ど
雑

貨
を
次
々
に
配
り
、
最
後
に
羽
毛
ふ
と

ん
、
健
康
器
具
な
ど
高
額
商
品
を
契
約

５　

内
職
商
法

　

「
家
に
い
な
が
ら
簡
単
に
で
き
て
、

高
収
入
」
「
資
格
・
技
術
を
身
に
つ
け

て
在
宅
ワ
ー
ク
」
と
広
告
で
勧
誘
し
、

資
格
取
得
講
座
・
教
材
・
パ
ソ
コ
ン
な

ど
を
契
約
す
る
が
、
収
入
に
な
ら
な

い
。

６　

不
当
請
求
・
架
空
請
求

　

債
権
回
収
会
社
を
名
乗
っ
て
、
メ
ー

ル
、
は
が
き
、
封
書
に
よ
り
、
出
会
い

系
サ
イ
ト
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
利
用

料
金
な
ど
を
請
求

□問
 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
11
７
２
５
・
８

８
０
５

　

病
気
が
な
い
こ
と
、
楽
し
み
や
生
き

が
い
、
美
味
し
く
食
べ
る
こ
と
、
運
動

が
で
き
る
こ
と
、
夢
が
あ
る
こ
と
、
家

族
と
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
…
な
ど
。
個

人
に
よ
っ
て
違
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
健
康
と
い
う
と
「
病

気
が
な
い
こ
と
」
「
病
気
に
な
ら
な
い

こ
と
」
と
と
ら
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
「
健
康
で
あ
る
」
と
い
う
こ

と
は
、
「
病
気
が
な
い
こ
と
」
以
外
に

も
大
切
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
は

「
疾
病
の
有
無
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一

の
努
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

健
康
で
あ
る
た
め
に
は
、
き
れ
い
な
空

気
等
の
自
然
環
境
、
安
全
、
経
済
な
ど

を
含
め
た
「
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
」
の

考
え
が
必
要
で
す
（
＝
左
上
図
）
。

　

ま
た
、
健
康
に
関
す
る
す
べ
て
の
関

係
機
関
・
団
体
等
が
手
を
つ
な
い
で
健

康
づ
く
り
運
動
を
推
進
す
る
基
盤
整
備

も
重
要
で
す
。

　

こ
の
様
な
国
民
の
健
康
づ
く
り
を
積

極
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
的
基
盤
と

し
て
平
成　

年
か
ら
「
健
康
増
進
法
」

１５

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
健
康
増
進
法
で

は
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
い
き

い
き
生
き
て
い
く
た
め
に
、
次
の
３
本

柱
を
た
て
て
い
ま
す
。

①
基
盤
整
備

　

国
や
研
究
機
関
な
ど
の
調
査
・
研
究

が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
な
体
制
づ
く

り
や
公
共
の
場
の
環
境
整
備

②
情
報
提
供

　

健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
る
様
々
な

調
査
や
研
究
の
成
果
等
、
役
立
つ
情
報

　

一
人
ひ
と
り
が
豊
か
で
満
足
の
い
く

人
生
を
送
れ
る
取
り
組
み
が
、
健
康
づ

く
り
の
取
り
組
み
と
い
え
ま
す
。

　

す
べ
て
の
国
民
が
、
健
や
か
で
心
豊

か
に
生
活
で
き
る
活
力
あ
る
社
会
の
実

現
に
向
け
て
「　

世
紀
の
国
民
健
康
づ

２１

く
り
運
動
（
健
康
日
本　

）
」
が
平
成

２１

　

年
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

１２
　

健
康
の
実
現
は
、
個
人
の
健
康
観
に

よ
っ
て
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

し
か
し
、
健
康
を
守
る
た
め
に
は
個
人

の
形
に
し
て
、
分
か
り
や
す
く
提
供

③
生
涯
を
通
じ
た
保
健
事
業
の
一
体
的

推
進

　

健
康
管
理
体
制
を
、
従
来
の
縦
割
り

か
ら
、
共
通
の
指
針
に
よ
り
一
貫
し
た

も
の
に
整
備

　

健
康
づ
く
り
は
、
あ
な
た
自
身
が
主

役
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
あ
な
た
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

健健
康康
でで
活活
力力
のの
ああ
るる
社社
会会
をを
目目
指指
しし
てて

みみ
んん
なな
でで
取取
りり
組組
むむ
健健
康康
づづ
くく
りり

□□問問
健
康
課

 

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

７
２
５
・
５
１
７
８

・きれいな空気・きれいな空気�
・豊かな緑地・森林・豊かな緑地・森林�
・きれいな海浜、河川、・きれいな海浜、河川、�
　湖など　湖など�

・きれいな空気�
・豊かな緑地・森林�
・きれいな海浜、河川、�
　湖など�

（健康づくりの三要素）（健康づくりの三要素）�
・栄養・栄養�
・運動・運動�
・休養・休養�

（健康づくりの三要素）�
・栄養�
・運動�
・休養�

・良好な都市公園・・良好な都市公園・�
　運動場　運動場�
・住民に開放された・住民に開放された�
　公共施設　公共施設�
・ゆとりのある住宅・ゆとりのある住宅�
　など　など�

・コミュニティ・コミュニティ�
　単位での交流　単位での交流�
・地域で培われた・地域で培われた�
　文化・歴史・教育・産業　文化・歴史・教育・産業�
・保険・医療・福祉・保険・医療・福祉�
　のサービスなど　のサービスなど�

・良好な都市公園・�
　運動場�
・住民に開放された�
　公共施設�
・ゆとりのある住宅�
　など�

物的環境�社会経済環境�

自然環境�

『
健
康
の
ま
ち
』
の
広
が
り�

旧健康づくり都民会議発行�
『「健康のまちづくり」に向けて』より転載�

図『健康のまち』の広がり�

個人の健康�

・コミュニティ�
　単位での交流�
・地域で培われた�
　文化・歴史・教育・産業�
・保険・医療・福祉�
　のサービスなど�

※
内
容
に
よ
り
、
人
数
制
限
が
あ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

【
体
力
テ
ス
ト
】

　
　

歳
か
ら　

歳
の
方
を
対
象
に
実

２０

７９

施
。
当
日
、
血
圧
測
定
・
問
診
の
結
果

に
よ
り
ご
遠
慮
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
動
き
や
す
い
服
装
・
室
内
シ
ュ

ー
ズ
で
参
加
し
て
下
さ
い
。

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
課
11
７
２
４
・
３
４
４
０

【
ワ
ク
ワ
ク　

わ
ん
ぱ
く
ひ
ろ
ば
】

　

乳
・
幼
児
（
親
子
）
と
小
学
校
低
学

年
を
対
象
に
体
を
い
っ
ぱ
い
動
か
し
て

遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

□問
 

子
育
て
支
援
課
11
７
２
４
・
２
１
３

８【
足
元
か
ら
の
健
康
】

　

骨
質
の
強
度
･
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
･

静
立
時
の
足
裏
に
か
か
る
圧
力
等
を
測

定
し
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
（
協
力

　

桜
美
林
大
学
教
授
・
阿
久
根
英
昭

氏
）
。　

【
体
脂
肪
測
定
】

　

町
田
市
健
康
づ
く
り
推
進
員
が
体
脂

肪
測
定
を
し
ま
す
。

　

は
じ
め
て
の
方
も
、
例
年

参
加
の
方
も
年
に
１
度
健
康

に
つ
い
て
ふ
り
か
え
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
で

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ

い
。

○
会
場　

総
合
体
育
館
（
成

瀬
５－

　

、
11
７
２
４
・
３

１２

４
４
０
）

○
日
時　
　

月
９
日
（
土
）

１０

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
体

力
テ
ス
ト
・
足
元
か
ら
の
健

康
は
２
時　

分
で
受
付
終

３０

了
）

○
持
ち
物　

室
内
シ
ュ
ー
ズ

【
高
齢
期
疑
似
体
験
と
車
い
す
体
験
】

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
体
験
・
相

談
コ
ー
ナ
ー
。

【
栄
養
士
の
野
菜
コ
ー
ナ
ー
】

　

「
野
菜
を
計
っ
て
み
よ
う
」
・
味
見

ク
イ
ズ
な
ど
を
行
い
ま
す
（
協
力　

町

田
フ
リ
ー
活
動
栄
養
士
会
）
。

【
野
菜
た
っ
ぷ
り
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー

の
提
供
】

　

健
康
課
栄
養
士
が
考
え
た
野
菜
た
っ

ぷ
り
な
ヘ
ル
シ
ー
献
立
を
レ
ス
ト
ラ
ン

フ
レ
ン
ズ
で
販
売
し
ま
す
。

【
各
種
相
談
】

　

東
京
都
薬
剤
師
会
町
田
支
部
の
薬
剤

師
に
よ
る
薬
の
相
談
、
東
京
都
放
射
線

技
師
会
に
よ
る
放
射
線
検
査
の
被
ば
く

に
関
す
る
相
談
、
健
康
課
保
健
師
・
栄

養
士
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
相
談
。

【
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー
】

　

放
射
線
検
査
・
子
育
て
・
福
祉
・
健

康
に
関
す
る
こ
と
・
健
康
づ
く
り
推
進

員
活
動
・
自
主
グ
ル
ー
プ
の
検
索
に
関

す
る
こ
と
な
ど
。

□問
 

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

健健
康康
づづ
くく
りり

フフ
ェェ
アア
ーー

月月
９９
日日（（
土土
））

１１００

みんなで一緒に元気を増やそう！

　

市
で
は
、
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
「
健
康
づ
く
り
推
進

員
」
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

１
３
３
人
の
健
康
づ
く
り
推
進
員
が
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
企
画
、
健
康
に
つ
い

て
の
学
習
会
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
血
圧

・
体
脂
肪
測
定
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
健
康
づ
く
り
の
要
望
や

ア
イ
デ
ア
な
ど
お
気
軽
に
お
寄
せ
下
さ

い
。
地
区
の
推
進
員
に
つ
い
て
は
、
健

康
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

町
田
市
健
康
づ
く
り
推
進
員

〈
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〉

　

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
と
し

て
基
本
構
想
に
「
一
人
ひ
と
り
が
尊
重

さ
れ
、
輝
き
が
持
て
る
ま
ち
を
目
指

す
」
「
地
域
の
財
を
生
か
し
、
豊
か
さ

が
実
感
で
き
る
ま
ち
を
目
指
す
」

「
互
い
の
信
頼
の
上
に
、
と
も
に
つ
く

る
ま
ち
を
目
指
す
」
と
掲
げ
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
「
健
康
づ
く
り
と
ま
ち
づ
く

り
」
の
関
係
や
動
向
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

〈
あ
な
た
に
と
っ
て
健
康
と
は
？
〉

非
行
防
止
対
策

非
行
防
止
対
策

人
ひ
と
り
が
豊
か
に
生
き
て
い
く
こ
と

が
大
切
と
い
え
ま
す
。



２００４．９．２１ （３）

１０月の母子健康案内　□問 健康課11７２５・５４２２
内　　　容対　　象時　　間期　　日会　　場事　業　名

快適なマタニティライフの
ために１日目

１６～２５週の妊婦

午後１時３０分
～４時

１日（金）

健康福祉会館
母 親 学 級
－４日間コース－
（申し込み制）

妊娠中の日常生活と保育、
妊婦体操（実習）２日目８日（金）

歯の衛生、生活と栄養３日目１５日（金）

もく浴法、呼吸法（実習）４日目午前１０時
～午後０時３０分２３日（土）

離乳食の進め方のお話と試食４～５か月児
午前９時５５分
～１１時４５分

受付
午前９時３０分
から

８日（金）
または
２２日（金）

初期
健康福祉会館離 乳 食 講 習 会

（申し込み制）
離乳食後期のお話と試食、歯の話８～９か月児１５日（金）後期

身長・体重測定、保育相談、栄養相
談、母性相談、家族計画の相談２か月児～就学前

受付
午前９時４５分
～１１時３０分
午後１時３０分
～３時

４、１８、２５日（月）健康福祉会館

乳幼児母性相談
８日（金）子どもセンターばあん
７日（木）鶴 川 分 館
２０日（水）健康相談室　 忠生
１３日（水）堺市民センター

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
導
入

乳
が
ん
検
診
秋
期
分

○
対
象　

平
成　

年
の
誕
生
日
で　

歳

１６

４０

〜　

歳
の
偶
数
歳
と
な
る
、
４
月
〜　

７０

１２

月
生
ま
れ
の
女
性
（
２
年
に
１
回
受
け

ら
れ
ま
す
）
。

○
期
日　
　

月
１
日
（
月
）
、
２
日

１１

（
火
）
、
４
日
（
木
）
〜
６
日
（
土
）、

８
日
（
月
）
〜　

日
（
金
）
、　

日

１２

１５

（
月
）

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容　

問
診
、
視
触
診
、
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
（
乳
房
Ｘ
線
撮
影
）

○
定
員　

各
日　

〜　

人
（
抽
選
）

３０

６０

○
費
用　

２
８
０
０
円

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
）

に
「
乳
が
ん
検
診
申
し
込
み
」
と
書

き
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
生
年
月
日

・
電
話
番
号
・
希
望
日
（
第
３
希
望
ま

で
）
を
明
記
し
、
９
月　

日
ま
で
（
消

２８

印
有
効
）
に
健
康
課
へ
。

※
落
選
者
に
は
１
か
月
以
内
に
ハ
ガ
キ
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【ごみ量の推移】
　２００３年度の町田市の資源とごみの排出量は１４万５１３１ト
ンで、人口増とともに、ごみの量も年々増加していま
す。
　１人１日当たりの資源・ごみ排出量は７３６ｇで、前年
度に比べ１ｇ増加しました。資源とごみの割合は、２００２
年度からごみが増え資源が減少しています。
　全体ごみ発生量に対するリサイクル率では、２２．１％と
２００１年度以降、減少傾向がみられます。

【ごみの組成】

○燃やせるごみ
　２００３年度のごみの組成をみると、燃やせるごみの組成
の中では生ごみが３９．４％を占めています。しかし、現
在、ごみとして捨てられているものの中には資源にでき
る紙類が１５．６％も含まれており、それをごみとしてでは
なく資源として出せば、さらにごみの減量とリサイクル
の推進を図っていくことができます。

○燃やせないごみ
　燃やせないごみの組成では、「燃やせるごみ」、「有
害ごみ」、「粗大ごみ」など、ルール違反のごみが２０％
近く含まれていました。分別の徹底を図ることで、適正
なごみの処理が促進されます。

【最終処分地と処分量の推移】
　２００３年度にごみ処理施設から排出された焼却灰は１万
３９０３トン。全量を日の出町の二ツ塚廃棄物最終処分場に
搬入しました。
　多摩地域２５市１町で使用するこの最終処分場には、各
市町から約３８０万人分の可燃ごみ焼却灰や不燃ごみが運
ばれてきます。
　現在、全体の３分の１の埋め立てが終了し、残りの□� 
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「燃やせるごみ」の調査結果�

生ごみ�
39.4％�

紙類（資源に�
できる）�
15.6％�

紙類（資源に�
できない）�
8.3％� プラスチック�

15.2％�

木・草類�
5.1％�

その他�
16.4％�
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「燃やせないごみ」の調査結果�

小型家電�
12.7％�

金属類9.6％�
ガラス類�
7.3％�

プラスチック�
25.7％�

陶磁器類�
7.1％�

ルール違反�
19.3％�

その他�
18.3％�
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（円）�人口1人当たりのごみ処理経費の推移�

□問 ごみ減量課11７９７・０５３０

□� ３分の２をできるだけ有効に活用するため、各市町の
持ち込み量が割り当てられ、割当量を越えたときは課徴
金が徴収されることで、処分量の抑制が図られていま
す。また、焼却灰をセメント化することで埋立量を削減
するエコセメント事業にも取り組んでいます。

【ごみ処理経費の推移】
　２００３年度の人口１人当たりのごみ処理経費は１万３７４４
円、１トン当たりの処理経費は３万７９７８円でした。処理
経費は年々減少しています。人口、ごみ量とも増加して
いるにもかかわらず処理経費が減少しているのは、人件
費の抑制、事業費の削減、公債利子の減少などが主な理
由です。今後、老朽化している焼却施設やビン・カンの
処理施設整備等で多額の経費が見込まれます。

紙ごみの分別
　「燃やせるごみ」の日に集積所に出されているごみを
見ると、袋の外からでもわかるほど、新聞、チラシ、ダ
ンボールなどの紙資源が混ざっている袋があります。
　紙を「燃やせるごみ」の日に混ぜて出すのはルール違
反です。古紙・古着の日に出して下さい。トイレットペ
ーパーの中芯も紙です。雑誌の間に挟むなどして古紙・
古着の日に出しましょう。
　しっかり分別に取り組んで、ごみ量を減らすことにご
協力下さい。

紙ごみの分け方
○新聞（広告チラシを含む）
　　　　　　　　　　→　古紙・古着

○書籍・雑誌・雑紙　→　古紙・古着
※雑紙の例（雑誌に挟み込むか紙袋に入れるなどして出し
て下さい）＝空箱類、包装紙、封筒・便箋、カレンダー
（紙）、ボール紙（厚紙）、メモ用紙類、紙袋、名刺、
トイレットペーパー・ラップの中芯、卵の紙パック

○ダンボール　　　　→　古紙・古着

○紙パック　　　　　→　リサイクル推進店または古紙・古着

　資源にできない雑紙は燃やせるごみに出して下さい。
※資源にできない雑紙の例＝窓付封筒の窓部分、ビニールコート紙、ワックス加工
された紙コップなど、油紙、写真、防水加工紙、感熱紙、カーボン紙　→　燃や
せるごみ

市
民
健
康
講
座

【
「
①
更
年
期
か
ら
の
健
康
管
理
」
、

「
②
乳
が
ん
の
早
期
発
見　

乳
が
ん
の

自
己
発
見
法
」
】

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
７
１

○
日
時　

９
月　

日
（
土
）
午
後
１
時

２５

　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
４
階
講
習
室

○
講
師　

①
森
医
院
・
森
満
洲
雄
氏
、

②
黒
澤
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
黒
澤
輝
司
氏

○
定
員　

２
５
０
人
（
申
し
込
み
順
）

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
へ
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　日頃からごみの減量やリサイクル活動に取り
組んでいる市民、団体等が実行委員会を組織し
て、今年も『「ごみゼロ元年」ごみ減量一人ひ
とりが意識して！』をスローガンに町田ごみフ
ェスタ２００４を開催します。ごみや環境問題を、
楽しみながら考えていただけるアイデアや工夫
いっぱいのイベントです。
　直接会場へおいで下さい。
○日時　１０月３日（日）午前１０時～午後３時
○会場　リサイクル文化センター
○内容　おもちゃ病院、施設見学会、鶴見川源
流ツアー、長傘の修繕実演・講習、ソーラーカ
ー（玉川大学）の展示、フリーマーケット・バ
ザー、ＰＲコーナー、リフォーム家具の販売、
リサイクル商品・自転車販売、古紙１００％トイレ
ットペーパー・ティッシュ販売、生ごみ・プラ
スチック資源化紹介、スタンプラリー、ステー
ジ（チアリーディング・お 囃 子、子どもエアロ

はや

ビクス、着物美サイクル～ハンドメイドファン
タジー、小学生によるごみ環境問題の研究発

表）、軽食喫茶、草花などの販売、模擬店など
○交通　町田バスセンター１１番乗り場から市立
室内プール経由野津田車庫行きバスで「市立室
内プール」下車。臨時便（有料）も運行しま
す。または３番乗り場から小山田桜台行きバス
で「桜美林学園」下車、徒歩７分。

□問 ごみ減量課11７９７・０５３０

を
、
当
選
者
に
は
受
診
案
内
を
受
診
日

　

日
前
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

１０【
非
負
担
者
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

○
○福
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方

○
○老
 

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方

○
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

【
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
】

　

①
乳
房
に
関
す
る
疾
病
で
経
過
観
察

中
、
治
療
中
、
手
術
後
の
方
②
豊
胸
手

術
を
受
け
て
い
る
方
③
現
在
授
乳
中
、

妊
娠
中
（
可
能
性
も
含
む
）
の
方
④
既

に
何
ら
か
の
自
覚
症
状
が
あ
り
医
療
を

受
診
す
る
こ
と
が
適
当
な
方

昨
年
の
ス
テ
ー
ジ
か
ら

〜
小
学
生
に
よ
る
環
境
学
習
発
表



（４） ２００４．９．２１

臨

時

職

員

【
①
看
護
師
（
○Ａ
 

外
来
○Ｂ
 

産
休
・
育
休

代
替
）
】

○
勤
務
日　

○Ａ
 

月
〜
金
曜
日
で
週
４
〜

５
日
○Ｂ
 

週
５
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

含
む
）
で
夜
間
勤
務
あ
り
（
３
交
替

制
）

○
勤
務
時
間　

○Ａ
 

午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時
（
勤
務
日
時
は
応
相
談
）
○Ｂ
 

午

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分
、
午
後

３０

１５

４
時　

分
〜
午
前
１
時　

分
、
午
前
０

３０

１５

時　

分
〜
９
時　

分

３０

１５

【
②
作
業
療
法
士
】

○
勤
務
日　

月
〜
金
曜
日
で
週
４
〜
５

日○
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時
（
勤
務
日
時
は
応
相
談
）

◇

○
資
格　

資
格
を
お
持
ち
の　

歳
く
ら

５０

い
ま
で
の
方

○
選
考　

書
類
、
面
接

○
申
し
込
み　

９
月　

日
ま
で
に
電
話

３０

連
絡
の
う
え
、
履
歴
書
を
郵
送
で
町
田

市
民
病
院
管
理
課
（
〒　

－

０
０
２

１９４

３
、
旭
町
２－

　

－

　

、
11
７
２
２
・

１５

４１

町
田
市
民
病
院

町
田
市
都
市
計
画
審
議
会

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
会

場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月
１
日
（
金
）
午
後
３
時

１０

か
ら

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
地
下
１
階
特

別
会
議
室
（
大
）

○
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

１０

□問
 

都
市
計
画
課
11
７
０
９
・
０
５
６
１

第
１
４
４
回

第
５
回
町
田
市
子
ど
も

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
審
議
会

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日

午
後
５
時
ま
で
に
子
ど
も
総
務
課
（
11

７
２
４
・
２
８
７
６
）
へ
ご
連
絡
下
さ

い
。

○
日
時　
　

月
１
日
（
金
）
午
後
６
時

１０

〜
８
時

○
会
場　

市
役
所
森
野
分
庁
舎
４
階
大

会
議
室

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

町
田
市
行
政
評
価
委
員
会

　

施
策
評
価
試
行
の
結
果
に
つ
い
て

審
議
し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
企
画
調
整
課
（
11
７
２
４

・
２
１
０
３
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
出
張

教
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

不
登
校
、
非
行
、
勉
強
や
進
路
の

悩
み
、
親
と
子
の
関
係
な
ど
で
お
困

り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。
専
門
の
相
談
員
が
お
答
え
し
ま

す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

※
相
談
希
望
の
方
は
、
事
前
に
電
話

を
し
て
下
さ
い
。

□問
 

教
育
セ
ン
タ
ー
11
７
９
２
・
６
５

４
６

　

月
５
日
（
火
）
＝
な
る
せ
駅
前
市
民
セ
ン
タ
ー

１０
　

月
７
日
（
木
）
＝
堺
市
民
セ
ン
タ
ー

１０
　

月　

日
（
火
）
＝
忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー

１０

１２

　

月　

日
（
木
）
＝
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん

１０

１４

　

月　

日
（
木
）
＝
鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー

１０

２１

出張
教育相談

介
護
予
防
の
実
践
！

　

「
介
護
予
防
」
と
は
、
高
齢
者
が
介

護
が
必
要
（
要
介
護
と
い
う
）
な
状
態

に
な
っ
た
り
、
要
介
護
状
態
が
さ
ら
に

悪
化
す
る
こ
と
な
く
、
で
き
る
限
り
健

康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
要
介
護
状
態

を
招
く
主
要
な
原
因
は
年
齢
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　
　

〜　

歳
の
前
期
高
齢
者
で
は
脳
卒

６５

７４

中
な
ど
脳
血
管
疾
患
が
圧
倒
的
に
多
い

の
に
比
べ
、　

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

７５

で
は
そ
れ
以
外
の
疾
患
、
衰
弱
、
転
倒

・
骨
折
な
ど
が
原
因
で
要
介
護
状
態
に

な
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢

期
特
有
の
こ
う
し
た
状
態
を
「
老
年
症

候
群
」
と
い
い
ま
す
。

◎
老
年
症
候
群
と
は

　

高
齢
期
に
特
有
に
現
れ
、
し
か
も
必

ず
し
も
病
気
と
い
う
訳
で
も
な
い
が
、

日
々
の
「
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
」
を

低
下
さ
せ
る
よ
う
な
状
態
を
い
い
ま

す
。
例
え
ば
転
倒
、
失
禁
（
不
意
に
尿

が
漏
れ
る
こ
と
）
、
偏
っ
た
食
事
か
ら

来
る
低
栄
養
、
極
端
に
外
出
を
し
な
く

な
る
閉
じ
こ
も
り
、
う
ま
く
眠
れ
な
く

ご

覧

下

さ

い

　

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ

い
て
、
上
小
山
田
町
と
下
小
山
田
町
の

各
一
部
が
、
次
の
事
業
に
よ
り
環
境
に

影
響
が
及
ぶ
と
予
想
さ
れ
る
地
域
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
環
境
影
響
評
価
調
査

計
画
書
が
ご
覧
（
縦
覧
・
閲
覧
）
い
た

だ
け
ま
す
。
意
見
の
あ
る
方
は
期
間
内

に
意
見
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

○
事
業
名　

（
仮
称
）
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ

「
（
仮
称
）
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
多
摩

建
築
事
業
」
に
関
す
る
環
境
影
響
評
価

調
査
計
画
書

学
校
教
室
開
放
の

お

知

ら

せ

①
鶴
川
中
学
校
「
小
ホ
ー
ル
」
を
開
放

し
て
い
ま
す
。
「
小
ホ
ー
ル
」
は
、

「
階
段
式
の
教
室
」
で
２
０
０
人
ま
で

の
利
用
が
可
能
で
す
。

②
旧
忠
生
第
五
小
学
校
の
一
部
教
室
を

跡
地
教
室
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

月
１
日
か
ら
開
放
教
室
の
数
が
４
室

１０増
え
、
７
教
室
と
な
り
ま
す
。

　

両
施
設
と
も
利
用
に
は
団
体
登
録
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
利
用
す
る
際
の
環

境
や
利
用
条
件
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□問
 

社
会
教
育
課
11
７
２
４
・
２
１
８
１

保
育
園
の
入
園
申
請
の
方
法
が

変

わ

り

ま

す

　

２
０
０
５
年
度
４
月
の
認
可
保
育
園

園
児
募
集
は　

月
１
日
〜　

日
に
行
う

１２

２１

予
定
で
す
。
申
請
書
類
に
不
備
が
あ
る

方
は
申
請
書
を
返
却
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
日
程
に
余
裕
を
持
っ
て
申

請
に
お
い
で
下
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
本
紙　

月
号
に
掲
載
す
る
予
定
で

１０

放
送
時
間
が
変
わ
り
ま
す

愛

の

鐘

　

市
内
に
設
置
し
た
固
定
系
防
災
行
政

無
線
で
放
送
し
て
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

チ
ャ
イ
ム
「
愛
の
鐘
」
は
９
月　

日
〜

２３

２
０
０
５
年
３
月　

日
の
間
、
放
送
時

１９

間
が
午
後
５
時
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ
ム
は
、
装
置
の
作

動
点
検
と
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る

一
環
と
し
て
、
帰
宅
時
間
の
確
認
や
地

域
で
の
青
少
年
の
事
故
防
止
を
願
う
も

の
で
す
。

□問
 

防
災
課
11
７
２
４
・
２
１
０
７

　

市
で
は
、
介
護
保
険
法
改
正
の
動
向

も
ふ
ま
え
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等

の
施
設
を
退
所
す
る
希
望
の
あ
る
方
の

た
め
に
支
援
を
行
い
ま
す
。
在
宅
で
の

復
帰
生
活
を
行
え
る
ま
で
の
生
活
訓
練

施
設
と
し
て
、
生
活
用
具
を
整
備
し
た

個
室
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
高
齢
者
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
対
象　

介
護
保
険
施
設
等
の
退
所
に

よ
り
、
住
居
を
速
や
か
に
確
保
で
き
な

い
、
も
し
く
は
在
宅
で
の
生
活
を
す
ぐ

に
で
き
な
い　

歳
以
上
の
高
齢
者

６５

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

６

ひ
な
た
村
利
用
予
約

○
日
時　

９
月　

日
（
水
）
午
前
９
時

２９

〜　

時
１１

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
地
下
１
階
特

別
会
議
室
（
大
）

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

【
カ
リ
ヨ
ン
ホ
ー
ル
】

　

２
０
０
５
年
４
月
分
の
カ
リ
ヨ
ン
ホ

ー
ル
利
用
者
の
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

　

月
３
日
（
日
）
午
前
９
時
ま
で
に
使

１０用
料
金
を
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
お
持

ち
に
な
り
ひ
な
た
村
へ
お
い
で
下
さ

い
。

　

な
お
、　

日
〜　

日
、　

日
〜　

１１

１５

１８

２２

日
、　

日
〜　

日
は
主
催
事
業
等
の
た

２５

２８

め
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
同
ホ
ー
ル
で
は
金
銭
を
徴
収
し
て
の

催
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

ご
利
用
下
さ
い

生
活
訓
練
施
設

老年症候群に対応するサービス
介護予防教室
筋力トレーニング転　　　倒

ホームヘルプサービス
食の自立支援サービス
気道感染予防教室など

低　栄　養

訪問指導失　　　禁

デイサービスなど閉じこもり

痴ほう予防教室など痴　ほ　う

な
る
睡
眠
障
害
、
う
つ
や
軽
度
の
痴
ほ

う
、
口 
腔 
不
衛
生
、
足
の
ト
ラ
ブ
ル
、

く
う

そ
し
て
生
活
体
力
の
全
体
的
な
衰
え

（
生
活
機
能
低
下
）
な
ど
が
代
表
的
な

状
態
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
高
齢
期
に
み
ら
れ
る
心

身
の
機
能
の
衰
退
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。
し
か

し
、
同
時
に
早
く
に
対
処
し
自
助
努
力

を
す
る
こ
と
に
よ
り
確
実
に
予
防
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
要
介
護

状
態
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
に
加
え
て
衰
弱
の
予
防
や

転
倒
・
骨
折
予
防
な
ど
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
の
で
す
。

　

市
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
で
き
る

だ
け
長
く
健
康
な
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
自
立
支
援
計
画
を
一
緒
に
考
え
ま

す
。
老
化
を
遅
ら
せ
て
、
健
康
寿
命
を

延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

６

ー
ク
多
摩
建
築
事
業
（
東
京
都
八
王
子

市
別
所
２
丁
目　

番
）

５６

○
対
象
事
業　

同
時
駐
車
能
力
が
１
０

０
０
台
以
上
の
自
動
車
駐
車
場
の
設
置

○
縦
覧
・
閲
覧
期
間　

９
月　

日
（
木
）

３０

ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

　

分
３０○

会
場　

縦
覧
＝
境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
木
曽
町
）
、
閲
覧
＝
忠
生
市
民

セ
ン
タ
ー

○
意
見
書
の
提
出
期
間　
　

月　

日

１０

１２

（
火
）
ま
で

○
意
見
書
の
提
出
方
法　

意
見
を
記
載

の
う
え
、
事
業
名
・
住
所
・
氏
名
を
明

記
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
東
京
都
環

境
局
環
境
影
響
評
価
課
（
〒　

－

８
０

１６３

０
１
、
新
宿
区
西
新
宿
２－

８－

１
、

都
庁
第
二
本
庁
舎
８
階
、
11　

・
５
３

０３

８
８
・
３
４
４
０
）
へ
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

２
２
３
０
内
線
４
２
８
）
へ
。

す
。

□問
 

子
育
て
支
援
課
11
７
２
４
・
２
１
３

７

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
】

　
　

月
分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
利

１２
用
者
の
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。　

月
３

１０

日
（
日
）
午
前　

時
ま
で
に
ひ
な
た
村

１０

へ
お
い
で
下
さ
い
。

　

な
お
、
２
日
、
３
日
、　

日
、　

日

１２

２３

は
主
催
事
業
等
の
た
め
、　

日
か
ら
は

２８

年
末
休
業
日
の
た
め
利
用
で
き
ま
せ

ん
。

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
の
は
１
日
１
団
体
の
み
で
す
。

※
ひ
な
た
村
は
、
毎
週
火
曜
日
、
祝
日

の
翌
日
が
お
休
み
で
す
。

□問
 

ひ
な
た
村
11
７
２
２
・
５
７
３
６

保
健
所
で
行
っ
て
い
る
事
務
の
一
部
が

保
健
所
で
行
っ
て
い
る
事
務
の
一
部
が

市市
役役
所所
にに
移移
りり
まま
すす

　

保
健
所
再
編
成
整
備
に
伴
い
、　
１０

月
１
日
以
降
、
左
表
の
業
務
が
東
京

都
か
ら
市
役
所
に
移
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
相
談
業
務
に
つ
き
ま
し

て
は
、
従
来
ど
お
り
町
田
保
健
所

（
11
７
２
２
・
０
６
２
１
）
で
取
り

扱
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
総
務
課

（
11
７
２
４
・
２
５
３
７
）
、
ま
た

は
各
担
当
課
（
左
表
）
へ
。

市で取り扱う業務一覧　□問 町田保健所11７２２・０６２１
担　当　課対　　象内　　容事　　業

健康課
11７２５・５４２２

健康福祉会館１階

体重が２５００ｇ未満
の乳児

低体重児の届け出
母子保健サービス

未熟児の訪問指導
入院養育の必要な
未熟児未熟児の養育医療の申請未熟児の医療費助成

子ども総務課
11７２４・２１４３

市役所本庁舎２階
１８歳未満

小児慢性疾患医療費助成の
申請等

子どもの医療費助成

身体障がい児の育成医療給
付の申請等

大気汚染健康障がい者医療
費助成・医療券等に係る申
請等

障がい福祉課
116７２４・２１４５
市役所本庁舎２階

指定難病患者難病医療費等助成の申請等難病医療費等の助成

福祉総務課
11７２４・２５３７

市役所本庁舎４階

被爆者、　
被爆者の子

居住地等変更の届け出
原子爆弾被爆者援護

健康診断・医療費助成等の
申請

※相談業務については引き続き保健所が行いますのでご注意下さい。

　

９
月　

日
（
土
）
と　

日

２５

２６

（
日
）
は
、
東
京
都
防
災
行
政
無

線
シ
ス
テ
ム
再
整
備
工
事
の
た

め
、
市
役
所
一
般
駐
車
場
の
利
用

が
で
き
ま
せ
ん
。
第
２
駐
車
場
を

ご
利
用
下
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

□問
 

管
財
課
11
７
２
４
・
２
１
６
５

市
役
所
駐
車
場

一

般

開

放

を

中

止

し

ま

す

　

９
月　

日
（
月
）
〜　

月
４
日

２７

１０

（
月
）
は
、
じ
ゅ
う
た
ん
張
り

替
え
工
事
に
よ
り
臨
時
休
館
し
ま

す
。

　

休
館
中
は
ご
不
便
を
か
け
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
 

ふ
れ
あ
い
い
ち
ょ
う
館
11
７
３

５
・
５
０
２
０

ふ
れ
あ
い
い
ち
ょ
う
館
（
鶴
川
高

齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

臨
時
休
館
し
ま
す



２００４．９．２１ （５）

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
子
ど
も
セ
ン
タ

ー
ば
あ
ん
（
11
７
８
８
・
４
１
８
１
）

へ
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
愛
媛
県
で
発

生
し
た
大
雨
災
害
の
義
援
金
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
「
愛
媛
県
台

風　

号
義
援
金
」
と
明
記
し
、
郵
便
局

１５
か
ら
送
金
し
て
下
さ
い
（
手
数
料
は
無

料
で
す
）。

○
受
付
期
間　
　

月　

日
ま
で

１０

２９

○
口
座
番
号　

０
１
６
２
０
�
１
�
４
９

５○
口
座
名
義　

日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県

支
部

□問
 

日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部
11　

・
０３

５
２
７
３
・
６
７
４
３
、
町
田
市
福
祉

総
務
課
11
７
２
４
・
２
５
３
７

－
－

　

島
は
火
山
灰
や
土
砂
に
埋
も
れ
、
帰

島
後
の
村
民
の
方
々
の
生
活
再
建
は
大

変
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

島
民
の
帰
島
支
援
の
た
め
、
市
内　
１７

か
所
に
義
援
金
箱
を
設
置
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
設
置
場
所　

南
・
な
る
せ
駅
前
・
鶴

川
・
忠
生
・
小
山
・
堺
の
各
市
民
セ
ン

タ
ー
、
木
曽
山
崎
セ
ン
タ
ー
、
市
民
課

駅
前
連
絡
所
、
総
合
体
育
館
、
サ
ン
町

田
旭
体
育
館
、
中
央
図
書
館
、
ま
ち
だ

中
央
公
民
館
、
国
際
版
画
美
術
館
、
室

内
プ
ー
ル
、
市
民
ホ
ー
ル
、
健
康
福
祉

会
館
、
市
役
所
本
庁
舎
（
１
階
市
民

課
、
４
階
福
祉
総
務
課
）

　

な
お
、
日
本
赤
十
字
社
で
も
、
郵
便

振
替
に
て
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
「
三
宅
島

災
害
義
援
金
」
と
明
記
し
、
郵
便
局
か

ら
送
金
し
て
下
さ
い
（
手
数
料
は
無
料

で
す
）。

○
受
付
期
間　
　

月　

日
ま
で

１０

２９

○
口
座
番
号　

０
０
１
３
０
�
５
�
７
８

８
３

○
口
座
名
義　

日
本
赤
十
字
社
東
京
都

支
部

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
５
３
７

－
－

【
女
性
史
の
窓
か
ら－

朝
陽
門
外
の
虹
】

　

少
女
た
ち
の
自
立
を
願
い
、
女
学
校

を
建
て
た
３
人
の
日
本
人
の
生
き
方
と

自
ら
の
人
生
を
重
ね
て
語
り
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方
、
相
模
原
市
在
住
の
方

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後
２
時

１０

２３

〜
３
時　

分
（
１
時　

分
開
場
）

３０

３０

○
会
場　

市
立
中
央
図
書
館

○
定
員　

１
０
０
人
（
抽
選
）

○
講
師　

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
・

山
崎
朋
子
氏

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人

１
枚
）
に
講
演
名
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、　

月
５
日
ま
で

１０

（
必
着
）
に
中
央
図
書
館
講
演
会
担
当

（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町
田
３－

２

１９４

－

９
、
11
７
２
８
・
８
２
２
０
）
へ
。

市
立
図
書
館

山
崎
朋
子
講
演
会

【
あ
な
た
の
話
せ
る
場
所
あ
り
ま
す

子
育
て
マ
マ
の

し

ゃ

べ

り

場

【
秋
の
花
と
赤
ト
ン
ボ
】

　

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
や
の
ぎ
く
の
花
、

い
ろ
い
ろ
な
赤
ト
ン
ボ
を
観
察
し
ま

す
。

○
日
時　
　

月
３
日
（
日
）
午
前
９
時

１０

　

分
〜　

時　

分
（
雨
天
中
止
）

３０

１１

３０

○
集
合
場
所　

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館

○
交
通　

町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー
３
番
乗

り
場
か
ら
小
山
田
桜
台
ま
た
は
下
山
崎

行
き
バ
ス
で
「
忠
生
公
園
前
」
下
車

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館
11
７
９
２
・

１
３
２
６

定
例
自
然
観
察
会

忠
生
公
園

菜
種
油
し
ぼ
り
実
演

　

野
津
田
町
の
七
国
山
地
区
で
栽
培
し

て
い
る
菜
種
か
ら
、
菜
種
油
を
し
ぼ
り

ま
す
。

　

当
日
は
、
菜
種
油
を
１
本
８
０
０
円

で
午
前
９
時　

分
か
ら
販
売
し
ま
す

３０

（
５
０
０　

入
り
で
す
。
今
回
は　

本

ml

５５

の
販
売
予
定
）
。

○
期
日　

９
月　

日
（
土
）

２５

○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
２
時

１０

○
会
場　

ふ
る
さ
と
農
具
館

○
交
通　

小
田
急
線
町
田
駅
北
口
Ｐ
Ｏ

Ｐ
ビ
ル
先　

番
乗
り
場
か
ら
、
本
町
田

２１

経
由
野
津
田
車
庫
行
き
、
ま
た
は
鶴
川

駅
行
き
バ
ス
で
「
薬
師
ケ
丘
」
下
車
、

【
お
弁
当
作
っ
て
、
み
ん
な
で
食
べ
よ

う
！
】

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　
　

月
１
日
（
金
）
午
前　

時

１０

１１

〜
午
後
０
時　

分
３０

○
メ
ニ
ュ
ー　

お
に
ぎ
り
、
お
か
ず
４

〜
５
種
類

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

３
０
０
円

○
申
し
込
み　

９
月　

日
午
前　

時
か

２５

１０

料

理

企

画

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん

自

然

講

座

か
し
の
木
山
自
然
公
園

【
鳥
と
植
物
の
種
子
の
関
係
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

９
月　

日
（
祝
）
午
前　

時

２３

１０

〜
正
午

○
講
師　

都
市
鳥
研
究
会
代
表
・
唐
沢

孝
一
氏

○
交
通　

町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー　

番
乗

１４

り
場
か
ら
成
瀬
台
行
き
バ
ス
で
「
大
谷

原
」
下
車
、
徒
歩
５
分

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□問
 

か
し
の
木
山
自
然
公
園
「
森
の
家
」

11
７
２
４
・
１
６
６
０

補
助
犬
（
盲
導
犬
・
介
助
犬
・
聴
導

犬
）
の給

付
申
請
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
補
助
犬
法
の
施
行
に
伴

い
、
盲
導
犬
に
加
え
て
新
た
に
介
助
犬

・
聴
導
犬
に
つ
い
て
も
給
付
の
対
象
と

な
り
ま
し
た
。
給
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
９
月　

日
ま
で
に
障
が
い
福
祉
課

３０

（
11
７
２
４
・
２
１
４
８
、
6
７
２
４

・
１
１
９
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

か
？
育
児
の
ス
ト
レ
ス　

ト
ー
ク
で
発

散
】

　

お
し
ゃ
べ
り
で
育
児
の
ス
ト
レ
ス
を

発
散
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
乳
幼
児
を
子
育

て
中
の
保
護
者
（
保
育
あ
り
）

○
日
時　
　

月
６
日
（
水
）
午
前　

時

１０

１０

〜　

時　

分

１１

３０

○
会
場　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

め
だ
か
メ
ン

タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
辻
野
恵
子
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
申
し
込
み　

電
話
で
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
（
11
７
１
０
・
１
５
２

５
）
へ
。

徒
歩　

分
１０

※
車
で
お
い
で
の
方
は
、
薬
師
池
公
園

駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

ふ
る
さ
と
農
具
館
11
７
３
６
・
８
３

８
０

　

「
河
内
お
と
こ
節
」
を
は
じ
め
男
の

心
意
気
を
歌
わ
せ
た
ら
こ
の
人
の
右

に
で
る
も
の
は
い
ま
せ
ん
。
乞
う
ご
期

待
！２０

０
５
年

　

２
月
６
日
（
日
）

昼
の
部

　

午
後
２
時
開
演

夜
の
部

　

午
後
６
時
開
演

６
０
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

【
９
月　

日
午
前
８

２２

時　

分
か
ら
電
話
予

３０

約
受
付
開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民

ホ
ー
ル
（
11
７
２
８
・
４
３
０
０
）
へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
で
す
。

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民

ホ
ー
ル
（
11
７
２
８
・
４
３
０
０
）
へ
。

　

笑
い
が
あ
ふ
れ
る
ト

ー
ク
と
幅
広
い
選
曲
を

織
り
交
ぜ
た
ジ
ャ
ズ
の

ス
テ
ー
ジ
を
お
楽
し
み

下
さ
い
。

２
０
０
５
年

　

１
月　

日
（
金
）

２１

午
後
６
時　

分
開
演

３０

６
５
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

【
９
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

２４

３０

予
約
受
付
開
始
】

綾戸智絵

中村美律子

大
津
秀
美
（
ピ
ア
ノ
）

五
家
さ
や
か（
ピ
ア
ノ
連
弾
）

【
予
定
曲
目
】

　

リ
ス
ト
「
愛
の
夢
」
「
た

め
息
」
、
シ
ョ
パ
ン
「
ノ
ク

タ
ー
ン
」
（
「
戦
場
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
」
の
曲
）
ほ
か　

連

弾
演
奏

　

月　

日
（
土
）

１０

３０

午
後
２
時
開
演

○
会
場　

堺
市
民
セ
ン
タ
ー

（
定
員
２
５
０
人
）

【
９
月　

日
午
前
８
時　

分

２２

３０

か
ら
町
田
市
民
ホ
ー
ル
、
堺

市
民
セ
ン
タ
ー
で
入
場
整
理

券
を
配
布
し
ま
す
（
入
場
無

料
）
】

五家さやか 大津秀美

町田市民ホール　１０月前半の催し物

※ここに掲載した催し物は、一般市民の入場可能な催し物（政治団体、宗教団体等が主催するものを除く）です。
　①定員になり次第入場をお断りします。②内容等は変更する場合があります。③１０月の休館日は、４日、１８日です。

問い合わせ（11）主　催入場料催　　し　　物時　間期日

７２８・４３００町田市民ホール

売り切れ森山良子コンサートツアー２００４１８：３０～２０：３０１日（金）

無　料
町田フィルハーモニー交響楽団

第５９回定期演奏会
（公開リハーサル）

１８：３０～２０：３０２日（土）

１，２００円町田フィルハーモニー交響楽団
第５９回定期演奏会１４：００～１６：００３日（日）

６，５００円都はるみコンサート２００４①１４：００～１６：００
②１８：３０～２０：３０９日（土）

３，５００円

多摩交流センター開設１０周年記念
バレエ連盟ＴＡＭＡ

ＴＡＭＡインターナショナル・バレエ団
第２回公演

１６：００～１８：００１１日（祝）

５，０００円華原朋美CONCERT２００４１８：３０～２０：３０１５日（金）

□問 町田市民ホール11７２８・４３００



（６） ２００４．９．２１

TTHHEE 88tthh OONNEE--DDAAYY BBUUSS TTOOUURR
FFOORR FFOORREEIIGGNN RREESSIIDDEENNTTSS

　町田市文化・国際交流財団主催　外国人のためのバスツアー

な

ぎ

な

た

初

心

者

教

室

　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
直
接
会
場

へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

小
学
生
以
上
の
方

○
期
日　
　

月　

日
、　

日
、　

日

１０

１４

２１

２８

（
い
ず
れ
も
木
曜
日
、
全
３
回
）

ゴ

ル

フ

大

会

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
で

ゴ
ル
フ
協
会
に
入
会
で
き
る
方

○
期
日　
　

月　

日
（
水
）
午
前
８
時

１０

１３

か
ら

○
会
場　

相
武
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

○
費
用　

グ
リ
ー
ン
フ
ィ
＝
１
万
６
２

０
０
円
、
参
加
費
＝
３
０
０
０
円
、
協

会
年
会
費
＝
３
０
０
０
円

○
申
し
込
み　

午
前
９
時
〜
午
後　

時
１０

に
電
話
で
町
田
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局

（
11
７
９
４
・
２
７
１
１
）
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

町
田
市
ゴ
ル
フ
協
会

●
喫
茶
け
や
き
・
通
所
員
募
集

　

対
象
＝
自
主
出
勤
が
可
能
な
方
で
、

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の　

歳
５０

位
ま
で
の
方
②
愛
の
手
帳
を
お
持
ち
の

　

歳
位
ま
で
の
方
／
内
容
＝
喫
茶
業
務

３０全
般
／
人
員
＝
①
②
合
わ
せ
て
２
〜
３

人
／
詳
細
は
面
談
に
て
／
問
い
合
わ
せ

は
月
曜
日
を
除
く
午
前　

時
〜
午
後
４

１０

時
に
喫
茶
け
や
き
１
号
店
（
11
７
２
８

・
８
０
６
２
）
へ
。

●
町
田
荘
・
サ
ル
ビ
ア
荘
バ
ザ
ー
開
催

に
伴
う
献
品
の
お
願
い

　
　

月　

日
午
前　

時
〜
午
後
２
時　

１１

２８

１０

３０

分
（
雨
天
実
施
）
に
町
田
荘
・
サ
ル
ビ

ア
荘
で
開
催
さ
れ
る
バ
ザ
ー
に
、
物
品

の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
（
未
使
用
衣

類
、
日
用
雑
貨
類
、
玩
具
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
等
）
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出

店
者
も
受
け
付
け
ま
す
／
□問
 

町
田
荘
11

７
９
１
・
０
９
０
５

●
は
た
ら
け
バ
ン
ク
臨
時
休
業
の
お
知

ら
せ

　

９
月　

日
は
研
修
旅
行
の
た
め
臨
時

２７

休
業
し
ま
す
／
□問
 

は
た
ら
け
バ
ン
ク
11

７
９
７
・
７
６
４
６

●
ひ
あ
た
り
野
津
田
・　

回
記
念
イ
ベ

５０

ン
ト
「
里
山
の
音
楽
会
」

　

日
時
＝
９
月　

日
午
後
１
時
〜
２
時

３０

　

分
／
会
場
＝
ひ
あ
た
り
野
津
田
／
□問
 

５０ひ
あ
た
り
野
津
田
11
７
３
６
・
８
４
２

１●
自
衛
官
採
用
案
内

【
①
防
衛
大
学
校
・
防
衛
医
科
大
学
校

②
看
護
学
生
】

　

資
格
＝
①
高
卒
ま
た
は　

歳
未
満
の

２１

方
②
高
卒
ま
た
は　

歳
未
満
の
方
／
申

２４

込
期
間
＝　

月
１
日
ま
で
／
□問
 

自
衛
隊

１０

町
田
募
集
案
内
所
11
７
２
３
・
１
１
８

６●
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

　
　

月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で

１０
す
。
労
働
保
険
（
雇
用
・
労
災
）
は
、

原
則
と
し
て
一
人
で
も
従
業
員
を
雇
っ

て
い
る
場
合
に
は
、
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
強
制
的
な
保
険
で
す
。
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
つ
い
て
は
一
定

の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
雇
用
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま

だ
、
加
入
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
事

業
主
の
方
は
、
早
期
に
手
続
き
を
行
っ

て
下
さ
い
。
ま
た
、
事
業
主
や
一
人
親

方
等
が
労
災
保
険
に
加
入
で
き
る
「
特

別
加
入
」
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
／
雇
用
保
険
に

つ
い
て
▽
町
田
公
共
職
業
安
定
所
11
７

３
２
・
８
６
０
９
、
労
災
保
険
に
つ
い

て
▽
八
王
子
労
働
基
準
監
督
署
町
田
支

署
11
７
２
４
・
６
８
８
１

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
土
台
を
支
え
る
低

音
楽
器
の
渋
い
音
色
と
深
い
息
づ
か
い

の
音
楽
で
、
秋
の
日
の
午
後
の
ひ
と
と

き
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
方

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後
２
時

１０

１６

（
１
時　

分
開
場
）

３０

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

○
曲
目　

ヴ
ラ
ニ
キ
ー
作
曲
＝
５
つ
の

ヴ
ィ
オ
ラ
の
た
め
の
カ
ッ
サ
シ
オ
、
ボ

ッ
テ
シ
ー
ニ
作
曲
＝
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の

た
め
の
作
品
よ
り
、
ボ
ロ
デ
ィ
ン
作
曲

＝
「
イ
ー
ゴ
リ
公
」
よ
り
コ
ラ
ー
ル

（
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
４
重
奏
）
ほ
か

○
定
員　

１
５
４
人
（
抽
選
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
（
２
人
ま
で
連
名
可
）
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、
９
月　

日
ま
で
（
必

３０

着
）
に
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
サ
タ
デ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
係
（
〒　

－

０
０
１
３
、

１９４

原
町
田
６－

８－

１
、
11
７
２
８
・
０

０
７
１
）
へ
。

※
未
就
学
の
方
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

※
附
室
か
ら
の
親
子
鑑
賞
を
ご
希
望
の

方
（
３
組
・
各
大
人
１
人
）
は
そ
の
旨

ハ
ガ
キ
に
明
記
し
て
下
さ
い
。

　コスモス満開の立川市「国営昭
和記念公園」を訪れ、国際交流た
っぷりの一日を過ごします。
○日時　１０月２３日（土）午前９時
～午後５時（午前８時４５分集合）
○集合場所　町田市民ホール横バ
ス発着所
○費用　５００円（小学生３００円）
○定員　８０人（申し込み順）
○申し込み　ハガキまたはＦＡＸ
に、住所・氏名・年齢・国籍・電
話番号を明記し、９月３０日まで
（必着）に町田国際交流センター
（〒１９４－００１３、原町田４－９－
８、町田市民フォーラム内、
11７２２・４２６０、6７２２・５３３０）へ。

Destination：Showa Kinen Park in 
Tachikawa
Date：October 23(Sat)
Departure：AM8:45 at Machida
Fee：Adults¥500 Children¥300
※Please bring your own lunch 
with drinks and refreshments.

Limited Enrolment：First 80 persons
Application：Be sure to apply to 
Machida International Center by 
September 30(Thur) by a postal 
card or facsimile.Please enter your 
address, name, age, nationality and 
telephone number.
Information：Machida Citizens' 
Forum 4F, 4-9-8
Haramachida, Machida 194-0013
TEL042-722-4260
FAX042-722-5330

○
時
間　

午
後
３
時
〜
５
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙
（
総

合
体
育
館
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
に
あ

り
ま
す
）
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
「
な
ぎ
な

た
教
室
申
込
」
と
書
き
、
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
電
話
番
号
・
経
験
の
有
無
を

明
記
し
、　

月
６
日
午
後
４
時
ま
で
に

１０

総
合
体
育
館
へ
。

※
用
具
は
お
貸
し
し
ま
す
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
①
は　

月　

日
ま

１０

１０

で
（
必
着
）
、
②
は　

日
ま
で
（
必

１５

着
）
に
町
田
市
み
ど
り
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野
１－

１－

１９４

　

、
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田
３
階
、
11

１５７
２
５
・
４
６
１
３
）
へ
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

１

【
①
折
り
紙
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
初

６０

心
者

○
日
時　
　

月
５
日
（
金
）
、　

日

１１

１１

（
木
）
、　

日
（
木
）
、　

月
２
日

１８

１２

（
木
）
、
６
日
（
月
）
、
全
５
回
、
午

後
１
時　

分
か
ら

３０

○
会
場　

堺
市
民
セ
ン
タ
ー

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３０

○
費
用　

５
０
０
円

【
②
男
の
料
理
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方

６０

○
日
時　
　

月　

日
（
木
）
午
前　

時

１１

１８

１０

〜
午
後
２
時

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３０

○
費
用　

６
０
０
円◇

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名

シ

ニ

ア

塾

町
田
市
み
ど
り
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め

に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託

し
て
い
る
講
座
で
す
。

【
絵
手
紙
教
室
】

○
期
日　
　

月　

日
〜　

月　

日
（　

１０

１４

１２

２２

１０

月　

日
、　

月
２
日
を
除
く
、
い
ず
れ

２８

１２

も
木
曜
日
、
全
９
回
）

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

１５

○
費
用　

１
０
０
０
円
（
教
材
費
等
）

【
水
彩
画
教
室
】

○
期
日　
　

月　

日
〜　

月　

日
（　

１０

１２

１２

２１

１１

月
２
日
、　

日
を
除
く
、
い
ず
れ
も
火

２３

曜
日
、
全
９
回
）

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

１６

○
費
用　

２
０
０
０
円
（
教
材
費
等
）

【
英
会
話
教
室
】

○
期
日　
　

月　

日
〜　

月　

日
（　

１０

１３

１２

１５

１１

月
３
日
を
除
く
、
い
ず
れ
も
水
曜
日
、

全
９
回
）

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

１６

【
囲
碁
教
室
】

○
期
日　
　

月　

日
〜　

月　

日
（
い

１０

１５

１２

１０

ず
れ
も
金
曜
日
、
全
９
回
）

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

１
２
０
０
円
（
教
材
費
等
）

【
書
道
教
室
】

○
期
日　
　

月　

日
〜　

月　

日
（　

１０

１３

１２

１５

１１

月
３
日
を
除
く
、
い
ず
れ
も
水
曜
日
、

市

民

講

座

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ

全
９
回
）

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

１５

○
費
用　

１
５
０
０
円
（
教
材
費
等
）

【
デ
ッ
サ
ン
教
室
】

○
期
日　
　

月　

日
〜　

月　

日
（　

１０

１２

１２

２１

１１

月
２
日
、　

日
を
除
く
、
い
ず
れ
も
火

２３

曜
日
、
全
９
回
）

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

１５

○
費
用　

２
０
０
０
円
（
教
材
費
等
）

◇

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
初

６０

心
者
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
は
除
く
）

○
会
場　

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
希
望

す
る
教
室
名
」
を
書
き
、
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
９
月

　

日
ま
で
（
必
着
）
に
町
田
市
シ
ル

２８バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

０
０
２

１９４

２
、
森
野
１－

１－

　

、
わ
く
わ
く

１５

プ
ラ
ザ
町
田
内
、
11
７
２
３
・
２
１
４

７
）
へ
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

６

　

米
沢
市
在
住
の
鈴
木
孝
男
紅
花
研
究

所
所
長
に
よ
る
紅
花
染
め
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前
９
時

１０

１７

〜
正
午

○
会
場　

大
賀
藕
絲
館

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２４

○
費
用　

４
０
０
０
円

○
申
し
込
み　
　

月
４
日
ま
で
に
電
話

１０

で
大
賀
藕
絲
館
（
11
７
９
７
・
１
６
１

６
）
へ
。

紅
花
染
め
講
習
会

【
①
親
子
陶
芸
教
室
】

○
対
象　

小
・
中
学
生
と
そ
の
親
で
２

日
間
と
も
参
加
で
き
る
方
（
子
ど
も
だ

け
の
参
加
も
可
）

○
日
時
・
内
容　
　

月
３
日
（
日
）

１０

午
前　

時
〜
午
後
３
時
＝
形
成
、　

日

１０

１７

（
日
）
午
前　

時
〜
正
午
＝
絵
付
け

１０

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
費
用　

子
ど
も
３
０
０
円
、
大
人
７

０
０
円

【
②
子
ど
も
陶
芸
教
室
】

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

ひ
な
た
村

○
対
象　

小
・
中
学
生
で
２
日
間
と
も

参
加
で
き
る
方

○
日
時
・
内
容　
　

月　

日
（
土
）
午

１０

３０

前　

時
〜
午
後
３
時
＝
形
成
、　

月　

１０

１１

１３

日
（
土
）
午
前　

時
〜
正
午
＝
絵
付
け

１０

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

３
０
０
円

【
③
デ
ジ
タ
ル
教
室
（
５
級
）
】

○
対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

○
日
時　
　

月
６
日
〜　

月　

日
の
毎

１０

１１

２４

週
水
曜
日
午
後
３
時　

分
〜
５
時
（　

３０

１０

月　

日
を
除
く
、
全
７
回
）

１３
○
内
容　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
仕
組
み

や
日
常
生
活
の
中
で
の
活
用
を
学
び
な

が
ら
検
定
に
挑
戦
し
ま
す
。

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
費
用　

１
５
０
０
円

【
④
工
作
室
開
放
】

○
対
象　

小
・
中
学
生
（
親
子
で
の
参

加
も
可
）

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前　

時

１０

１０

１０

〜
午
後
３
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
は
昼

休
み
）

○
内
容　

電
動
工
具
や
の
こ
ぎ
り
、
ト

ン
カ
チ
な
ど
を
使
っ
て
自
由
に
工
作
し

ま
す
。

○
持
ち
物　

１
日
い
る
方
は
弁
当

【
⑤
ぶ
ら
っ
と
工
作
デ
ー
】

○
対
象　

小
・
中
学
生
（
親
子
で
の
参

加
も
可
）

○
期
日
・
内
容　
　

月　

日
（
祝
）
＝

１０

１１

回
転
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、　

日
（
日
）
＝

２４

ダ
ン
ボ
ー
ル
製
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
、　
３１

日
（
日
）
＝
ト
ン
ト
ン
ず
も
う

○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時
（
正

１０

午
〜
午
後
１
時
は
昼
休
み
）

◇

○
会
場　

ひ
な
た
村

○
申
し
込
み　

①
は
９
月　

日
午
前　

２３

１０

時
か
ら
②
③
は
午
後
１
時
か
ら
電
話
で

ひ
な
た
村
（
11
７
２
２
・
５
７
３
６
）

へ
、
④
⑤
は
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ

い
。

チ
ワ
ー
ク
等
）
、
発
表
（
踊
り
、
吹
奏

楽
、
詩
吟
等
）
、
手
作
り
品
販
売
、
介

護
相
談
、
ほ
か

※
車
で
の
来
場
は
、
ご
遠
慮
下
さ
い
。

□問
 

忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー
11
７
９
１
・
２

８
０
２

【
成
瀬
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
】

○
日
時　

９
月　

日
（
土
）
午
前　

時

２５

１１

〜
午
後
５
時
及
び
午
後
６
時
〜
９
時

（
盆
踊
り
）
、　

日
（
日
）
午
前　

時

２６

１０

〜
午
後
４
時

○
会
場　

成
瀬
セ
ン
タ
ー

○
内
容　

発
表
（
和
太
鼓
、
合
唱
、
舞

踊
等
）
、
展
示
（
書
道
、
絵
画
、
生
け

花
等
）
、
模
擬
店
、
こ
ど
も
み
こ
し

□問
 

成
瀬
セ
ン
タ
ー
11
７
２
７
・
０
７
３

１

　

利
用
サ
ー
ク
ル
等
が
日
頃
の
活
動
の

成
果
を
発
表
し
、
地
域
で
の
交
流
を
図

り
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

【
忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
】

○
期
日　

９
月　

日
（
土
）
、　

日

２５

２６

（
日
）

○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時
（
発

１０

表
は
午
後
５
時
ま
で
。　

日
は
午
後
６

２６

時
〜
９
時　

分
に
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

３０

を
行
い
ま
す
）

○
会
場　

忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー

○
内
容　

展
示
（
木
目
込
人
形
、
パ
ッ



２００４．９．２１ （７）

【
市
民
の
広
場
と
は
】

　

町
田
市
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
や
、
仲

間
づ
く
り
を
お
手
伝
い
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
催
し
を
紹
介
す
る
「
お
い
で
下

さ
い
」
と
、
会
員
募
集
を
掲
載
す
る

「
仲
間
に
」
の
２
つ
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
。

【
掲
載
で
き
る
活
動
】

　

代
表
者
・
連
絡
先
が
市
内
在
住
者

で
、
市
内
の
公
共
施
設
等
を
利
用
し
て

行
う
活
動
、
も
し
く
は
野
外
で
行
う
ハ

イ
キ
ン
グ
・
自
然
観
察
会
な
ど
。
講
師

が
自
ら
生
徒
を
募
集
し
て
行
う
活
動
、

営
利
を
目
的
と
す
る
活
動
、
政
治
・
宗

教
活
動
、
法
人
等
の
活
動
、
バ
ザ
ー
・

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
物
品
販
売
を

主
と
す
る
活
動
、
個
人
宅
・
宗
教
施
設

・
ホ
テ
ル
等
を
会
場
と
す
る
活
動
、
参

加
費
・
月
会
費
が
上
限
（
３
０
０
０
円

程
度
）
を
超
え
る
活
動
等
は
掲
載
で
き

ま
せ
ん
。

◇

　

掲
載
ル
ー
ル
・
申
込
方
法
等
を
記
載

し
た
お
知
ら
せ
と
所
定
の
申
込
用
紙

を
、
広
報
広
聴
課
広
報
係
（
市
役
所
４

階
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、
必
ず
一
度

説
明
を
受
け
た
う
え
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

※
活
動
内
容
の
確
認
や
ト
ラ
ブ
ル
の
解

決
は
、
当
事
者
間
で
お
願
い
し
ま
す

（
市
は
関
与
し
て
い
ま
せ
ん
）。
ま
た
、

各
開
催
施
設
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご

遠
慮
下
さ
い
。

※
市
民
サ
ー
ク
ル
に
関
し
て
の
情
報
は

施
設
案
内
予
約
シ
ス
テ
ム
（h

ttp
://

w
w
w
.y
o
y
a
k
u
.m
a
c
h
id
a
.

to
k
y
o
.jp

ま
た
は
各
施
設
の
利
用
端

末
等
）
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

□問
 

広
報
広
聴
課
11
７
２
４
・
２
１
０
１

お い で 下 さ いお い で 下 さ い �お い で 下 さ いお い で 下 さ い �お い で 下 さ い �
備 考（対象等）連　　絡　　先費　　　用会　　　　場日　　　　　時催　し　名

金曜日ならいつでも大歓迎竹村11７２３－１９５３無料まちだ中央公民館ホール９月２４日○金 午前１０時～正午講習会　太極拳で健康になろう�四ツ葉クラブ

寺澤典子116０４２－７２９－１４０５１０００円旭町地区会館９月２４日午後１時～４時ファンタジック水彩画一日体験会

１０月はプリザーブドです。町田11７２６－３１９６２１００円町田市民フォーラム４階９月２４日、２９日午前１０時～１１時３０分ドイツ風アレンジ「木の実のリース」スタンド付き

団員募集中植村11７９７－１３９７無料ひなた村カリヨンホール９月２５日○土 午後２時～コーロピアチェーレ・オペラアリア、重唱発表会

講師は北畑博子さんです佐和116７９６－７２９４５００円町田市民フォーラム学習室９月２５日○土 午後１時３０分～３時３０分講演会　「ミニ・ブックトークをどうぞ」

洗濯鋏１０箇便利、手ブラも可大場116０４２－７２８－４５８１５０円町田第一小学校校庭（市役所裏）９月２５日○土 午前１０時～正午・雨天中止紙飛行機を樂しむ大人の会・町田紙飛行機倶樂部

子供連ＯＫ。１５００円ミニも有パレット11０４２－７３７－４５６３３５００円町田市民フォーラム９月２６日、２９日午前中秋色のプリザーブドフラワー１日体験レッスン

ビデオ制作愛好者・募集中町田映像クラブ・荻原11７９７－４０６７入場無料町田市民フォーラムホール９月２６日○日 午後１時～４時３０分迄★自作ビデオの作品発表会・笑いと感動のひと時を�

直接現地においでください梅木窪の会・西池6７２６－７１３９無料都立小山田緑地アサザ池９月２６日、１０月２４日午後１時～梅木窪野外談話室（都立公園内の自然観察会）

入澤勝久11７９７－３２２５無料忠生市民センター９月２６日○日 午後６時忠生センター祭りダンスパーティー

気軽にご参加下さい星山11０４２－７２６－４９７３５００円健康福祉会館４階９月２７日○月 午後１時～４時秋のダンスパーティー（はまなす）

電話で申し込み下さい。名取11７９７－３９９８（午後８時以降）無料玉川学園文化センター９月２８日午前１０時～正午中国語でひとこと言ってみよう�

講師天野秀昭氏、長田英史氏きゃっきら～れ大野11７９２－８６１８５００円市民フォーラム３階多目的９月２８日○火 午前１０時～午後１時講演会『子ども★遊び★環境』今、私達に出来る事

楽しんでみませんか。田島11０４２－７２５－０４３９無料わくわくプラザ町田３階９月２８日○火 、１０月５日○火 午前９時～正午洋裁なんでも相談教室

リボン在お一人でもどうぞ赤堀11０４２－７２５－５３７８１０００円ぱ・る・るプラザ町田６階９月２８日、１０月７日、１２日、２６日午後１時社交ダンスパーティー（かおり会）

２２日午後１時～３時の間田中11７２２－１７３３（申し込み先）８３０円まちだ中央公民館９月２９日午前９時～午後０時３０分天然酵母でパン作り、町田市消費者の会

志田11７３５－３８９８無料鶴川市民センター音楽室９月３０日○木 午後１時～３時ヴォイストレーニング～コーラスを楽しむために～

基本から。子供～大人まで三浦11０４２－７２４－１２２３１回５００円木曽山崎センターA会議室９月３０日、１０月２８日午後３時～三味線を楽しむ会。「さくら♪」を弾いてみよう。

info@ranjo.jp三遊亭らん丈後援会11７３２－２００４無料まちだ中央公民館学習室１１０月２日○土 午後６時３０分～２時間程度三遊亭らん丈と井戸端会議を楽しむ会

河村美弥子11７７１－４６６６５００円堺市民センター１０月２日午後７時～９時４０分チャリティーダンスパーティー

野津田高校の手話ダンス有小巻116７２３－２６８７３００円ひなた村カリヨンホール１０月２日○土 午後１時３０分～４時☆子ども達に明るい未来を☆　講演　岡本恵子さん

直接会場にお出で下さい高柳11７２５－３０６２１０００円なるせ駅前市民センター１０月２日○土 午後２時３０分英語で「論語」を読む会

管弦打、多少経験あれば可側垣千津子11７９６－５３１９無料まちだ中央公民館７階音楽室１０月２日午後１時器楽合奏アコルデの練習風景をご覧になりませんか

北入口臨時駐車場奥原っぱ雑木林の会・青沼11７３５－０３６４５００円野津田公園ヤマナラシ広場１０月３日○日 、１１月３日○水 午前１０時～午後２時「里山ワークショップ」「野津田・丘の上秋祭り」

運動できる服装。渋木英一11０４２－７９３－３０３２３００円野津田公園１０月３日午前１０時～まちだネイチャーゲームの会

おまちしています阿部弘子11０４２－７２２－５８５６３５０円本町田集会所　菅原神社前１０月３日第一月曜日午後１時３０分～股関節　相談　窓口

月に１度から始めませんか田中11７３４－３６１７４００円鶴川市民センター１０月４日○月 午前１０時～１１時★リズム体操＆ダンス

飲物持参で直接どうぞ～♪あっぷっぷ・森岡11７３６－４７０２５００円鶴川市民�（南市民�は４日）セン
ター

セン
ター１０月５日①午前１０時～②１１時～・各６０分♪親子リズム遊び♪①２～４歳②０～１歳♪☆♪☆

気軽にどうぞ♪要電話予約おとの森♪林11０８０－５０９７－９２９４無料町田市民ホール会議室１０月５日○火 午前親子の楽しい音楽講座♪楽器体験＆ミニコンサート

講師は弘済学園に在職中自閉症者親の会・小池11７２７－６３５８無料まちだ中央公民館学習室１０月８日○金 午前１０時～正午講演「成人期の自閉症者への支援」講師三島卓穂氏

電話申込み・先着順三橋11７２６－４８２２１回１０００円町田市民フォーラム４階１０月８日、２２日○金 午前１０時～正午　全２回「健康運動教室」（腰痛・肩こり等の解消・予防）

当日会場にて受付生涯現役まちだ会11７３２－０８６１６００円玉川学園文化センタ－１０月９日午後１時３０分～午後４時講演「腹式呼吸で健康づくり一謡曲のたのしみ」

初心者歓迎有吉11７３９－９５５１無料町田市民フォーラム３階１０月９日○土 午後１時～３時３０分草笛演奏と指導の会

市内全ての都立高校が説明説明会実行委員会・寺田11７２７－７５７３無料都立成瀬高校　大会議室１０月９日○土 午後１時３０分～４時３０分よりよい高校教育を考えるつどい　都立高校説明会

自由参加、雨天中止真下11７９７－２１８１無料小山田桜台バス停集合１０月１０日、１１月１４日午前９時４５分～鶴見川源流ウォークと源流泉のひろばの管理作業

昼食各自持参案内係・石阪11７３５－２３９８５００円ダリア園－薬師堂休息所１０月１０日午前１０時集合町田俳和会　吟行句会午後１時

参加自由ダンス自主練習会花垣11７９１－０８３７３００円小山市民センター１０月１０日、１７日、２４日町田ダンシング社交ダンス自主練習会・午後１時より

おひとりでもどうぞ�石塚11７２２－７８６５３００円健康福祉会館４階（○Ｐ なし）１０月１０日○日 午後１時３０分～４時３０分ひまわりのダンスパーティーです

多少経験のある方歓迎成田11０４２－７２７－８８０２無料木曽森野センターホール１０月１０日○日 、２４日○日 午後７時～９時社交ダンス無料講習会くるみ会

お一人でもどうぞハッピネス・間東11７２２－８３７１５００円健康福祉会館４階１０月１１日○祝 午後１時３０分～４時３０分ハッピネス　社交ダンスパーティー

初心者高齢者歓迎見学無料平本フサエ11７２３－４３６４１０００円今井会館（本町田）１０月１２日、１９日、２６日午後１時３０分～レクダンスや民謡踊りで楽しく体を動かしましょう

当事者、厚労省参加シンポ町田ネット11７２９－２２９６３００円町田市民ホール第４会議室１０月１５日○金 午後１時３０分～４時３０分�どうなる？介護保険�－支援費制度との統合

小学校高学年以上参加可家村明美11７９３－６０７１　（雨天中止）無料藤の台テニスコート１０月１６日、２３日○土 午前９時３０分～正午藤の台ソフトテニスクラブ、ソフトテニス教室

北川11７３５－６３１８１００円鶴川市民センター第２会議室１０月１６日○土 午後２時～４時３０分学習会「読書の世界を広げるアニマシオン」

３１日は実習登山グラウス山の会11７２４－１２５５１０００円まちだ中央公民館１０月１７日、２４日、３１日午後１時～５時やさしい山登り教室（机上学習２回、登山１回）

保育有。電話で申し込み浜畑11０４２－７７３－２８３５３００円町田市民ホール第４会議室１０月２１日○木 午前１０時～１１時３０分スコーレ家庭教育講座「子どもの生命が輝くとき」

ダンケムジーク コンサート井上由子11７２２－６６７６７００円ケアセンター成瀬地下ホール１０月２４日午後２時～４時サキソフォンと男性カルテット（ベリーズフォー）

宿泊も出来ます小野11０４２－７９４－１６９０１０００円大地沢青少年センター１１月６日午後１時～７時初歩からの発声法とコーラスを楽しむ会

遠藤11７９２－０８１０５００円町田市民フォーラムホール１１月２６日○金 午後６時２０分～市庁舎建設と市民が求める税の使い方を考える
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（８） ２００４．９．２１

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町谷原病院 （小川１５２３　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：藤の台バスターミナル横、東玉川学

園１丁目児童公園
２時　　：成瀬台公園、柄沢公園
３時１０分：美岳公園、成瀬会館、矢部八幡

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○国税相談〈所得税・相続税など国税全般について〉（１
時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○心の悩みごと相談（１０時～３時　社会福祉協議会　電話
相談も受け付け＝11７２２・４２６５）

○労働相談（９時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）
○痴ほう性老人相談（１時３０分～３時３０分　町田市福祉サ
ービス協会　電話予約制＝11７２８・９０６７）

９／

２１
火

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田市民病院
　　 　（旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）

□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：三輪中央公園、福音会
２時　　：南町田ハイタウン前、都営山崎町ア

パ－ト、武蔵岡住宅
３時１０分：南つくし野小横、真光寺会館
３時３０分：大戸観音堂

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）

２２
水

☆市民ホールギャラリー（～２６日　渡部美恵
　子現代書展　併設渡部大望作品展示　○問 加
藤11７２３・０３２６）

☆国際版画美術館市民展示室（～２６日　佐野
　登志子七宝美術協会町田展　○問 澤邉 11 
０４４・９８８・５２７６／～２６日　ＨＡＰＰＹ
　＊ＨＥＡＲＴ　○問 水越11７３５・９６２９）
☆町田市フォトサロン「秋山庄太郎美術館」
企画市民展示室（～２６日　フォト一の会
「フォト一の会写真展」　○問 町田市フォト
サロン「秋山庄太郎美術館」11７３６・
８２８１）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“バスセンター・境川公社住宅線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）△

内科系　鶴川サナトリウム病院
　　　　　　　　　 　（11０４２・７３５・２２２２）△

外科系　多摩丘陵病院　
　　　　　　　　　　 （11０４２・７９７・１５１１）
　　　　　おか脳神経外科
　　　　　　　　　　 （11０４２・７９８・７３３７）
★休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）△

堀田小児科医院○小 
　　　　　　　　　（南成瀬３－８－９　11７２８・５４４１）△

亀山医院○内 ○小 　　（高ヶ坂１７７５－１０　11７２２・２９９７）△

藤の台診療所○内 ○小 　（本町田３４８６　11７２２・２８３２）△
鶴川サナトリウム病院○内 

　　　　　　　　　　　（真光寺町１９７　11７３５・２２２２）△

佐久間内科小児科医院○内 ○小 
　　　　　　　　 （小山田桜台１－２０　11７９７・３５５６）

２３
木

○江戸川競艇開催（～２８日　○問 東京都六市
競艇事業組合11０３・３６５６・０６４１）

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院　
　　　 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）

□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：木曽学童保育クラブ前、小山観音谷

戸
２時　　：小山田桜台
２時１０分：忠生市営住宅隣接空地
３時１０分：シーアイハイツ町田、都営八幡平ア

パート

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）
○心配ごと相談（１０時～３時　せりがや会館　電話相談も
受け付け＝11７２９・５０７０）２４

金□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田市民病院
　　　 （旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）２５

土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“市役所・森野線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　

△

内科系　町谷原病院 （11０４２・７９５・１６６８）
　

△

外科系　町田病院　 （11０４２・７８９・０５０２）
　　　　　町田市民病院
　　　　　　　　　　 （11０４２・７２２・２２３０）

★休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）△

とくとみ内科消化器科医院○内 
　　　　　　　　　（南成瀬１－１９－４　11７２９・１６１６）△

森外科胃腸科○内 　（中町１－９－２２　11７２２・３９８８）△

西嶋医院○小 ○内 　（成瀬台３－８－１８　11７２６・７８７１）△

あめみや内科クリニック○内 
　　　　　　　　　　（金井３－１７－１３　11７３７・３８６０）△

本町田胃腸科外科○内 
　　　　　　　　　 （本町田１１７３－１　11７２３・２２２１）

２６
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
　　 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）

□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：笹子第二児童公園
３時１０分：金井関山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）

２７
月

☆市民ホールギャラリー（小田急レディスク
ラブ文化教室作品展示会　○問 小田急友の会 

　11７２０・６１２８）
☆町田市フォトサロン「秋山庄太郎美術館」
企画市民展示室（～１０月３日　写真塾 
‘爽’「花もようパートⅥ」　○問 町田市フ
ォトサロン「秋山庄太郎美術館」11７３６・
８２８１）

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町谷原病院 （小川１５２３　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：小山白山公園
１０時３０分：境川団地市場前、高ケ坂団地
２時　　：総合体育館駐車場入口、つくし野セ

ントラルパーク、小山田会館
３時１０分：天神原公園、つくし野藤児童公園、

谷戸クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○少年相談〈子どもの非行・いじめなどについて〉（９時～
４時　市民相談室　事前に八王子少年センターへ電話で
予約＝11０４２６・４２・１６７７）
○不動産相談〈不動産取引全般について〉（１時３０分～４時
市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心の悩みごと相談（１０時～３時　社会福祉協議会　電話
相談も受け付け＝11７２２・４２６５）
○労働相談（９時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

２８
火

☆市民ホールギャラリー（～１０月３日　写真
　花．野鳥．風景　○問 フォトクラブＦ５．６11 
７３６・２６８９）
☆国際版画美術館市民展示室（～１０月３日
　第９回まちだ版の会木版画展　○問 関11７２３
・２３５１）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“バスセンター・
境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院 （木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：成瀬熊ヶ谷戸公園、町田荘
２時　　：下三輪妙福寺、三輪第一住宅前、小

山市民センター横
３時１０分：鶴川イトーピア、田端広場
３時２０分：鶴川区画整理事務所前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）２９

水

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　つくし野外科胃腸科
　 （つくし野３－４－８　11０４２・７９５・５８２１）

□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：野津田袋公園、都営町田中里橋アパ

ート内公園
２時３０分：諏訪神社
３時１０分：小野路公会堂、かしのみ公園
３時３０分：大戸のびっこクラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け＝11 
７２５・５４１９）

３０
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“藤の台・木曽線”
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